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インバウンド観光研究」より
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地
球
や
地
域
の
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
が 

個
人
の
幸
福
に
も
つ
な
が
る

 

「
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
」。
最
近
よ
く
耳
に

す
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。「
幸
福
」
や

「
社
会
的
・
経
済
的
・
環
境
的
に
良
い
状
態
」

と
訳
さ
れ
る
言
葉
で
あ
る
。

　

ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
と
聞
く
と
、
個
人
の

幸
福
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
人
が
多
い
だ
ろ
う
。

し
か
し
、
実
は「
地
球
や
社
会
や
地
域
や
企

業
の
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
」
も
あ
る
。
地
球

や
社
会
や
地
域
や
企
業
が
良
い
状
態
で
あ
れ

ば
、
所
属
す
る
人
た
ち
も
良
い
状
態
に
な
り

や
す
い
。
地
球
・
社
会
・
地
域
・
企
業
の
ウ

ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
は
、
個
人
の
ウ
ェ
ル
ビ
ー

イ
ン
グ
の
実
現
に
も
つ
な
が
る
の
だ
。

　

最
近
、
地
球
や
地
域
の
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン

グ
が
特
に
注
目
さ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、

環
境
省
は
２
０
２
４
年
か
ら
始
ま
っ
た「
第

六
次
環
境
基
本
計
画
」
で
、
現
在
及
び
将
来

の
国
民
一
人
一
人
の
生
活
の
質
、
幸
福
度
、

ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
、
経
済
厚
生
の
向
上
の

た
め
に「
循
環
共
生
型
社
会（
自
然
と
共
生

す
る
持
続
可
能
な
経
済
社
会
シ
ス
テ
ム
）」
の

実
現
を
ビ
ジ
ョ
ン
に
掲
げ
て
い
る
。

　

ご
く
簡
単
に
言
え
ば
、
環
境
省
は「
自
然

と
人
間
が
共
生
す
る
循
環
共
生
型
社
会
を
実

現
す
れ
ば
、
地
球
や
地
域
の
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ

ン
グ
が
高
ま
り
、
そ
こ
に
住
む
個
人
の
幸
福

度
も
高
ま
る
」
と
言
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

コ
ク
リ
！
の
最
新
バ
ー
ジ
ョ
ン 

「
地
球
コ
ク
リ
！
」始
動

　

じ
ゃ
ら
ん
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー（
以
下
Ｊ

Ｒ
Ｃ
）
は
２
０
２
０
年
か
ら
、「
地
球
コ
ク

リ
！
」
を
推
進
し
て
い
る
。
２
０
１
１
年
に

始
め
た
コ
ク
リ
！
の
最
新
バ
ー
ジ
ョ
ン
で
あ

る
。
い
く
つ
か
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
並
行
的

に
進
め
て
い
る
が
、
そ
の
１
つ
が「
地
域
の

ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
を
共
創
す
る
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
だ
。
具
体
的
に
は
、
島
根
県
海
士
町

で「
ヒ
ト
・
カ
ネ
・
シ
ゼ
ン
の
循
環
を
促
す

地
域
共
助
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
」
を
行
っ
た
。

そ
の
内
容
を
詳
し
く
紹
介
す
る
。

ヒ
ト
・
カ
ネ
・
シ
ゼ
ン
の
循
環
を
促
す

「
地
域
共
助
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」形
成（
島
根
県
海
士
町
）

地
域
の
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
を
共
創
す
る

地
球
コ
ク
リ
！

A
I
ネ
イ
テ
ィ
ブ
、
タ
イ
パ
、〝
好
き
〞の
模
索

10
年
後
の
旅
人

α
世
代
の
感
性
を
探
る

　

日
頃
か
ら
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
ク
ラ
イ
ア

ン
ト
の
み
な
さ
ま
に
あ
り
が
と
う
、
読
者
の
み

な
さ
ま
に
あ
り
が
と
う
、
そ
し
て
私
た
ち
に
知

恵
を
提
供
し
て
く
れ
る
す
べ
て
の
み
な
さ
ま
に

あ
り
が
と
う
、
と
い
う
感
謝
の
気
持
ち
を
込
め

て
、こ
の
名
前
を
つ
け
ま
し
た
。ち
な
み
に
、じ
ゃ

ら
ん「jalan

」
も
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
で
、「
道
」「
プ

ロ
セ
ス
」
の
意
味
で
す
。「jalan  jalan

」
で
、「
散

歩
す
る
」「
ブ
ラ
ブ
ラ
出
か
け
る
」「
旅
行
す
る
」

な
ど
の
意
味
に
な
り
ま
す
。

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
で

「
あ
り
が
と
う
」の
意
。

と
ー
り
ま
か
し

心を動かす、
日本を元気にする
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ヒト・カネ・シゼンの循環を促す
「地域共助コミュニティ」形成（島根県海士町）

地域のウェルビーイングを
共創する

地球コクリ！
植物と動物と自然と地球と人は、つながっている。私たちがそのつながりを思い出すことが
地球中心社会を創る第一歩になる。じゃらんリサーチセンターのそうした取り組みの1つを紹介する。
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地
球
コ
ク
リ
！
が
目
指
す
の
は 

「
地
球
中
心
社
会
」

　

地
球
コ
ク
リ
！
は
、
一
言
で
言
え
ば
、
地

球
中
心
・
生
態
系
全
体
の
コ
・
ク
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
研
究
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
あ
る
。「
循
環

共
生
型
社
会
と
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
を
共
創

す
る
た
め
の
研
究
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
と
言
い

換
え
て
も
よ
い
だ
ろ
う
。「
行
き
過
ぎ
て
し

ま
っ
た
人
間
中
心
社
会
か
ら
地
球
中
心
社
会

へ
の
シ
フ
ト
」
を
促
す
こ
と
を
大
き
な
目
的

の
１
つ
に
据
え
て
い
る
。

　

地
球
コ
ク
リ
！
で
は
、
ど
う
し
た
ら
人
間

が
他
の
い
の
ち（
植
物
・
動
物
・
鉱
物
・
自

然
・
地
球
な
ど
）
と
共
創
す
る
社
会
を
創
る

こ
と
が
で
き
る
の
か
を
探
究
し
て
い
る
。
人

間
と
地
球
生
態
系
の
つ
な
が
り
を
取
り
戻
し
、

全
て
の
い
の
ち
が
い
か
さ
れ
あ
い
、
調
和
し
、

共
創
す
る「
地
球
中
心
社
会
」
を
つ
く
り
た

い
と
考
え
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

そ
の
想
い
は
、
世
界
中
の
映
画
祭
で
12
の

賞
を
受
賞
し
た
地
球
コ
ク
リ
！
の
短
編
ア
ニ

メ
映
画「
R
e
‐
m
e
m
b
e
r
」
に
詰
ま
っ

て
い
る
。
ま
た
、
よ
り
詳
し
い
情
報
は
、
地

球
コ
ク
リ
！
サ
イ
ト
に
掲
載
し
て
い
る
。

　

地
球
コ
ク
リ
！
の
代
表
的
な
取
り
組
み
の

１
つ
が
、
今
回
紹
介
す
る
事
例
で
あ
る
。
他

に
も「
日
本
の
精
神
性
を
巡
る
旅
」（
15
ペ
ー

ジ
）
や「
奈
良
コ
ク
リ
！
」「
地
球
コ
ク
リ
！

ア
ー
ト
」
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
現
在
並
行
し
て
進
め
て
い
る
。

「
地
域
の
Ｏ
Ｓ
」を
変
容
さ
せ
れ
ば 

地
域
は
ご
ろ
っ
と
変
わ
る

　

地
球
コ
ク
リ
！
で
は
、「
私
た
ち
人
間
が
、

今
、
本
当
に
力
を
発
揮
す
べ
き
こ
と
は
、
な

ん
だ
ろ
う
？
」「
私
た
ち
人
間
が
、
地
球
上
の

あ
ら
ゆ
る
生
命
体
と
共
創
す
る
た
め
に
大
切

な
こ
と
は
、
な
ん
だ
ろ
う
？
」
と
い
う
問
い

の
も
と
、
多
様
な
実
証
研
究
を
行
っ
て
い
る
。

最
も
重
視
す
る
こ
と
の
１
つ
が
、
一
人
ひ
と

り
の「
意
識
・
価
値
観
の
変
容
」
と
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の「
関
係
性
の
変
容
」
で
あ
る
。
ま
と

め
て
い
え
ば
、「
Ｏ※

１

Ｓ
の
変
容
」
だ
。
皆
が

「
感
じ
る
知
性
を
取
り
戻
す
」「
地
球
の
仲
間

だ
っ
た
こ
と
を
思
い
出
す
」「
地
球
に
い
か
さ

れ
て
い
る
と
感
じ
る
」
と
い
っ
た
意
識
・
価

値
観
に
変
わ
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。

　

今
回
の
よ
う
な
地
域
変
容
の
事
例
で
言
え

ば
、
地
域
の
皆
さ
ん（
特
に
コ
ア
チ
ー
ム
）

の
意
識
と
価
値
観
を
変
え
、
地
域
内
の
人
間

関
係
を
変
え
る
こ
と
で
、
地
域
の
皆
さ
ん
が

自
ら
ま
ち
を
変
え
る「
う
ね
り
」
を
創
る
の

が
、
地
球
コ
ク
リ
！
の
方
法
で
あ
る
。

　

地
域
外
の
専
門
家
な
ど
が
、
ど
れ
だ
け
優

れ
た
地
域
改
革
の
ア
イ
デ
ア
を
用
意
し
て
も
、

そ
こ
に
地
元
住
民
の
想
い
が
反
映
さ
れ
て
い

な
け
れ
ば
、「
絵
に
描
い
た
餅
」
に
な
っ
て
し

ま
い
、
な
か
な
か
形
に
な
ら
な
い
。
た
と
え

形
に
な
っ
た
と
し
て
も
、
ま
ち
の
変
容
が
中

長
期
的
に
継
続
す
る
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
。

　

し
か
し
、
地
球
コ
ク
リ
！
が
目
指
す
よ
う

に
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
意
識
・
価
値
観
と
人

間
関
係
が
変
わ
り
、
皆
さ
ん
が
主
体
的
に
、

自
分
た
ち
の
想
い
に
し
た
が
っ
て
ま
ち
を
変

え
て
い
く
よ
う
に
な
れ
ば
、
ま
ち
は
持
続
的

に
変
わ
り
つ
づ
け
る
。
つ
ま
り
、「
地
域
の
Ｏ

Ｓ
」
を
変
容
さ
せ
れ
ば
、
地
域
は
ご
ろ
っ
と

変
わ
り
、
地
域
の
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
を
中

長
期
的
に
高
め
つ
づ
け
ら
れ
る
の
だ
。

地球コクリ！サイト

地球コクリ！短編アニメ映画「Re-member」
ヒトが地球の仲間だったことを、思い出す物語

※1　OSとはオペレーティングシステムの略で、コンピュータやスマートフォンなどを動作させるための基本ソフトウェアのことを指す。
　　  地球コクリ！では、人の意識・価値観・関係性を、仕事や活動や生活をする上でのOSと捉えている。

人
間
が
他
の
い
の
ち
と
共
創
す
る
社
会
を

ど
う
し
た
ら
創
れ
る
の
か

地
球
コ
ク
リ
！
は
、
２
０
１
１
年
に
始
ま
っ
た
コ
ク
リ
！
の
最
新
バ
ー
ジ
ョ
ン
だ
。

全
て
の
い
の
ち
が
い
か
さ
れ
あ
っ
た
地
球
社
会
を
み
ん
な
で
つ
く
り
、「
人
間
中
心
」か
ら「
地
球
中
心
」へ
の
シ
フ
ト
を
促
す

研
究
・
社
会
運
動
で
あ
る
。
今
回
の
実
証
事
例
は
、
地
球
コ
ク
リ
！
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
１
つ
で
あ
る
。

とは何か

4



※コクリ！の場では、お互いにニックネームで呼び合うようにしている。そのため、本記事でもニックネームを使っている。

地域の「公正な移行」は行政と民間が
力を合わせて実現する必要がある

海
士
町
と
は

　

島
根
県
海
士
町
は
、
隠
岐
諸
島
の
１
つ
、

中
ノ
島
の
自
治
体
の
名
前
で
あ
る
。
海
士
町

は
、
地
元
の
高
校
・
隠
岐
島
前
高
校
に
全
国

か
ら
生
徒
を
受
け
入
れ
る「
島
留
学
」
や
、

海
産
物
を
新
鮮
な
ま
ま
に
全
国
へ
届
け
る

「
C
A
S
凍
結
シ
ス
テ
ム
」
な
ど
、
地
域
創
生

に
関
す
る
先
進
的
な
取
り
組
み
を
い
く
つ
も

進
め
て
い
る
こ
と
で
有
名
な
ま
ち
だ
。

　

大
江
和
彦
町
長
は
、
施
政
方
針
で「
ひ
と
の

還
流
」「
暮
ら
し
の
環
境
」「
里
山
・
里
海
の
循

環
」
の
３
つ
の『
か
ん
』
を
掲
げ
て
い
る
。
こ

の
う
ち「
里
山
・
里
海
の
循
環
」
で
は
、
海
と

山
の
循
環
を
よ
り
豊
か
に
す
る
た
め
、
こ
れ

ま
で
活
か
し
き
れ
て
い
な
か
っ
た
地
域
資
源
・

自
然
資
本
に
も
着
目
し
、「
な
い
も
の
は
な
い
」

の
精
神
で
環
境
負
荷
の
低
い
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
普
及
促
進
を
図
り
、
脱
炭
素
の
取

り
組
み
を
積
極
的
に
行
う
こ
と
を
打
ち
出
し

て
い
る
。
こ
の
里
山
・
里
海
の
循
環
と
い
う

考
え
方
は
、
ま
さ
に
循
環
共
生
型
社
会
や
地

球
中
心
社
会
に
通
じ
る
も
の
で
、
地
球
コ
ク

リ
！
と
親
和
性
が
高
い
と
考
え
て
い
る
。

　

今
回
の
里
山
里
海
ぐ
る
ぐ
る
会
議
は
、
こ
う

し
た
海
士
町
の
施
政
方
針
の
も
と
で
始
ま
っ
た

地
域
共
助
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
あ
る
。

島
の
低
炭
素
化
を
目
指
す 

地
域「
共
助
」コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
開
始

 

「
里
山
里
海
ぐ
る
ぐ
る
会
議（
以
下
、
ぐ
る

ぐ
る
会
議
）」
の
始
ま
り
は
、
２
０
２
２
年
に

遡
る
。
コ
ア
チ
ー
ム
は
、
海
士
町
役
場
の
け

い
す
け
さ
ん（
大
野
佳
祐
さ
ん
／
里
山
里
海

循
環
特
命
担
当
課
長
・
当
時
）
と
ゆ
う
い
ち

ろ
う
さ
ん（
渡
辺
祐
一
郎
さ
ん
／
里
山
里
海

循
環
特
命
担
当
課
主
査
・
当
時
）
だ
。

　

彼
ら
が
ぐ
る
ぐ
る
会
議
を
始
め
た
目
的
は

「
島
の
低
炭
素
化
」
で
あ
る
。
大
江
町
長
の
施

政
方
針
の
も
と
、
２
人
は
島
の
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
普
及
促
進
し
た
り
、
Ｅ
Ｖ
化
を

進
め
た
り
し
て
、
里
山
里
海
の
循
環
を
推
進

し
た
い
と
考
え
て
い
た
。
そ
の
た
め
に
公
助

（
行
政
だ
け
）
で
も
自
助（
民
間
だ
け
）
で
も

な
く
、「
共
助（
行
政
＋
民
間
）」
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
を
立
ち
上
げ
た
の
だ（
図
１
）。

　

な
ぜ
共
助
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
か
と
い
え
ば
、

最
大
の
理
由
は「
公
正
な
移
行
」
の
た
め
で

あ
る
。
公
正
な
移
行
と
は
、
誰
一
人
取
り
残

さ
ず
に
低
炭
素
化
を
実
現
す
る
こ
と
だ
。
た

と
え
ば
、
あ
る
地
域
が
自
動
車
の
Ｅ
Ｖ
化
を

進
め
れ
ば
、
当
然
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
の
経

営
は
圧
迫
さ
れ
る
。
こ
の
と
き
、
地
域
が
ガ

ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
と
共
存
し
な
が
ら
Ｅ
Ｖ
化

を
推
進
す
る
の
が
、
公
正
な
移
行
で
あ
る
。

そ
の
た
め
に
は
、
行
政
、
Ｅ
Ｖ
導
入
を
推
進

す
る
会
社
、
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
の
三
者
が

協
力
し
て
Ｅ
Ｖ
化
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
。

　

低
炭
素
化
を
進
め
よ
う
と
す
る
と
、
他
の

ビ
ジ
ネ
ス
領
域
で
も
必
ず
同
様
の
壁
に
ぶ
つ

か
る
。
低
炭
素
化
は
、
良
く
も
悪
く
も
地
域

社
会
や
地
域
経
済
の
形
を
変
え
る
取
り
組
み

な
の
だ
。
だ
か
ら
こ
そ
、
行
政
と
民
間
が
力

を
合
わ
せ
る「
地
域
共
助
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」

が
欠
か
せ
な
い
の
で
あ
る
。

　

な
お
、
け
い
す
け
さ
ん
は
、
町
役
場
で
働

く
一
方
で
、
海
士
町
で
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
導

入
支
援
事
業
や
地
域
の
未
利
用
資
源
活
用
支

援
事
業
を
手
が
け
る
交こ

も

交ご
も

株
式
会
社
と
、
魅

力
的
で
持
続
可
能
な
海
士
町
の
実
現
に
貢
献

す
る
Ａ
Ｍ
Ａ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
株
式
会
社

の
代
表
取
締
役
も
務
め
て
い
る
。
け
い
す
け

さ
ん
自
身
が
、
役
場
と
民
間
の
両
方
の
立
場

に
立
っ
て
い
る
。

島根県海士町

民間
＝

自助

行政
＝

公助

行政＋民間
＝

共助

島
根
県
海
士
町
の
ヒ
ト
・
カ
ネ
・
シ
ゼ
ン
の

循
環
を
促
す「
里
山
里
海
ぐ
る
ぐ
る
会
議
」

２
０
２
２
年
か
ら
、
地
球
コ
ク
リ
！
は
島
根
県
海
士
町
で

ヒ
ト
・
カ
ネ
・
シ
ゼ
ン
の
地
域
内
循
環
を
促
す「
地
域
共
助
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」形
成
の
実
証
実
験
を
行
っ
た
。

彼
ら
の
O
S
の
根
本
的
変
容
を
ス
ト
ー
リ
ー
形
式
で
紹
介
す
る
。

図1  公助・自助・共助の違い

実証実験

海士町
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普
段
は
出
て
こ
な
い 

メ
ン
バ
ー
を
あ
え
て
集
め
た

　

地
域
共
助
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
は
、
多
様
な

民
間
メ
ン
バ
ー
が
必
要
だ
。
今
回
の
ぐ
る
ぐ

る
会
議
に
は
、
以
下
の
基
準
で
コ
ア
チ
ー
ム

２
人
も
含
め
13
人
を
集
め
た
。

①
地
域
の
キ
ー
プ
レ
イ
ヤ
ー
で
、
本
人
が
変

化
し
た
と
き
の
影
響
力
が
大
き
い「
レ
バ

レ
ッ
ジ
に
な
る
人
」
を
選
ん
だ
。

②
農
業
・
漁
業
・
畜
産
業
・
林
業
・
ガ
ソ
リ

ン
ス
タ
ン
ド
経
営
・
観
光
・
環
境
・
福
祉
・

起
業
家
・
主
婦
な
ど
、「
多
様
な
職
業
や
立

場
」
の
メ
ン
バ
ー
を
選
ん
だ
。

③
男
性
と
女
性
、
地
元
で
生
ま
れ
育
っ
た
人

と
移
住
者
が
、
い
ず
れ
も「
だ
い
た
い
半

分
ず
つ
」
に
な
る
よ
う
に
選
ん
だ
。

④
多
様
な
意
見
・
情
報
を
集
め
て
地
域
の
総

意
に
近
づ
け
る
た
め「
行
政
に
あ
ま
り
好

意
的
で
な
い
人
」
も
あ
え
て
選
ん
だ
。

⑤
以
上
の
バ
ラ
ン
ス
を
意
図
的
に
作
り
上
げ

る
た
め
、「
あ
え
て
公
募
せ
ず
」
に
コ
ア
チ

ー
ム
が
メ
ン
バ
ー
を
選
定
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
ぐ
る
ぐ
る
会
議
の
メ
ン
バ
ー

は
、
地
元
有
力
企
業
の
社
長
や
自
治
会
長
の

よ
う
な
役
場
主
催
の
会
議
の
常
連
メ
ン
バ
ー

で
は
な
く
、
次
世
代
リ
ー
ダ
ー
層
や
、
今
後

の
ま
ち
の
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
な
ど
、
役
場
が
主

催
す
る
会
議
に
は
ま
ず
出
て
こ
な
い
人
た
ち

ば
か
り
が
選
ば
れ
た（
図
２
）。

　

た
と
え
ば
、
み
き
や
さ
ん（
元
吉
実
希
也

さ
ん
／
元
吉
燃
料
）
は
そ
の
１
人
で
あ
る
。

し
か
し
み
き
や
さ
ん
は
、
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン

ド
会
社
の
代
表
者
と
し
て
、
島
の
公
正
な
移

行
に
欠
か
せ
な
い
人
物
で
も
あ
る
。
こ
の
よ

う
な「
島
の
変
容
の
起
点
と
な
る
可
能
性
を

秘
め
た
メ
ン
バ
ー
」
が
一
堂
に
会
し
た
の
で

あ
る
。
メ
ン
バ
ー
の
１
人
・
さ
わ
こ
さ
ん（
石

原
紗
和
子
さ
ん
／
Ａ
Ｍ
Ａ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ

ス
取
締
役
）
は
、「
ま
さ
か
、
こ
ん
な
メ
ン
バ

ー
が
集
ま
る
会
議
と
は
思
っ
て
い
ま
せ
ん
で

し
た
。
最
初
は
何
が
始
ま
る
の
か
と
ド
キ
ド

キ
し
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
」
と
語
っ
た
。

民
間
メ
ン
バ
ー
が
テ
ー
マ
を 

決
め
て
実
行
す
る
側
に
回
っ
た

　

２
０
２
２
年
、
13
人
の
メ
ン
バ
ー
で
ぐ
る

ぐ
る
会
議
が
始
ま
っ
た
。

　

ぐ
る
ぐ
る
会
議
の
大
き
な
特
徴
の
１
つ
は

「
行
政
が
意
思
決
定
を
リ
ー
ド
す
る
一
般
的

な
行
政
主
体
の
会
議
の
あ
り
方
を
止
め
た
」

こ
と
に
あ
る
。
反
対
に
、
民
間
メ
ン
バ
ー
の

ほ
う
が
主
体
的
に
テ
ー
マ
を
決
め
、
具
体
的

な
打
ち
手
を
実
行
す
る
側
に
回
る
よ
う
な
場

に
し
た
の
で
あ
る
。

　

そ
の
際
、
町
役
場
の
け
い
す
け
さ
ん
と
ゆ

う
い
ち
ろ
う
さ
ん
は
、
自
ら
意
思
決
定
す
る

の
で
は
な
く
、「
関
係
性
重
視
の
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
」
で
メ
ン
バ
ー
主
体
を
引
き
出
す
フ
ァ
シ

リ
テ
ー
タ
ー
の
役
割
を
担
っ
た
。
さ
ら
に
会

議
を
定
期
的
な
事
前
計
画
に
沿
っ
て
開
催
す

る
の
で
は
な
く
、
誰
か
が
必
要
だ
と
感
じ
た

と
き
に
随
時
開
催
す
る
こ
と
に
し
た（
表
１
）。

地
球
コ
ク
リ
！
が 

意
識
と
関
係
性
の
変
容
を
支
援
し
た

　

地
球
コ
ク
リ
！
は
、「
島
と
つ
な
が
る
地
球

コ
ク
リ
！
ワ
ー
ク
」
を
は
じ
め
、
ぐ
る
ぐ
る

会
議
メ
ン
バ
ー
の
意
識
・
関
係
性
の
変
容
を

さ
ま
ざ
ま
な
面
か
ら
支
援
し
た（
詳
細
は
左

ペ
ー
ジ
コ
ラ
ム
）。

コ
ア
チ
ー
ム
・
け
い
す
け
さ
ん
の 

変
容
が
島
を
変
え
て
い
る

　

そ
の
結
果
、
海
士
町
に
は
い
く
つ
も
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
生
ま
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
変
化

や
変
容
が
起
き
て
い
る
。
ま
ず
大
き
か
っ
た

の
が「
コ
ア
チ
ー
ム
２
人
の
変
容
」
で
あ
る
。

順
に
紹
介
し
て
い
く
。

　

け
い
す
け
さ
ん
は
、
山
の
頂
上
で
行
っ
た

「
五
感
を
開
く
ワ
ー
ク
」
で
、
耳
を
澄
ま
せ
た

と
き
に
波
の
音
が
聴
こ
え
な
か
っ
た
の
だ
と

い
う
。「
ひ※

２

ろ
し
さ
ん
に〝
波
の
音
が
聴
こ
え

ま
す
ね
〞
と
言
わ
れ
、
ま
っ
た
く
聴
こ
え
な

か
っ
た
自
分
に
大
き
な
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
ま

し
た
。
い
か
に
自
分
は
自
然
か
ら
切
り
離
れ

て
生
き
て
き
た
の
か
と
思
い
ま
し
た
。
存
在

す
る
の
に
聴
こ
え
な
い
音
が
あ
る
と
知
り
、

表1  里山里海ぐるぐる会議の特徴
項目 一般的な行政主体の会議 里山里海ぐるぐる会議

実施場所 固定（会議室など） 流動的（ときに屋外で実施）

リーダーシップ 意思決定重視 関係性重視

メンバーの選び方 各組織長・有識者など 多様なキープレイヤー

事務局の役割 司会・進行 ファシリテーター

外部支援者の役割 解決方法や専門知見を提供 参加者の変容を支援

テーマ 事務局が起案 参加者が主体的に設定

実施期間 期間が決まっている 期間を決めずに継続

実施時期 計画に沿って実施 必要に応じて随時実施

発言の種類 所属や専門性に準じた発言 人としての率直な質問や意見

成果物の方向性 大きな計画や方向性 具体的な打ち手と実行

図2  ぐるぐる会議のチーム構成

他に8人
（農業・畜産業・林業・観光・環境・福祉・起業家・主婦）
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第3章第4章

第5章

事務局／コアチーム（海士町役場）
ゆ
う
い
ち
ろ
う

さ
ん

け
い
す
け
さ
ん

メンバー（民間）
み
き
や
さ
ん

さ
わ
こ
さ
ん

お
お
く
ぼ
さ
ん
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他
に
も
自
分
は
気
づ

い
て
い
な
い
大
切
な

こ
と
が
あ
る
の
か
も

し
れ
な
い
、
と
も
思

う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」。

　

そ
の
後
、
け
い
す
け
さ
ん
は
ひ
ろ
し
さ
ん

の
ア
ド
バ
イ
ス
に
従
っ
て
、
１
日
１
回
、
家

の
近
所
の
海
辺
に
裸
足
で
立
ち
、
五
感
を
開

い
て
、
島
の
自
然
と
循
環
を
感
じ
る
ワ
ー
ク

を
行
っ
た
。「
山
の
頂
上
で
シ
ョ
ッ
ク
を
受

け
て
か
ら
１
年
半
は
、
こ
の
ワ
ー
ク
を
ほ
ぼ

毎
日
行
い
ま
し
た
」。

　

ワ
ー
ク
を
繰
り
返
す
う
ち
に
、
け
い
す
け

さ
ん
は
目
に
見
え
て
変
わ
っ
て
い
っ
た
。

 

「
五
感
を
開
き
続
け
て
い
た
ら
、
私
は
い
つ

の
間
に
か
変
わ
り
ま
し
た
。
た
と
え
ば
、
そ

れ
以
前
は
会
議
で
は
私
ば
か
り
が
話
し
、
ほ

と
ん
ど
す
べ
て
を
私
が
決
め
て
い
ま
し
た
。

あ
る
と
き
、
私
が
他
の
人
の
発
言
機
会
を
奪

っ
て
い
た
と
気
づ
き
、
発
言
を
意
識
的
に
控

え
る
よ
う
に
し
た
ら
、
他
の
人
た
ち
か
ら
新

た
な
意
見
・
ア
イ
デ
ア
が
出
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
ま
た
、
部
下
を
叱
責
す
る
こ
と
が

劇
的
に
減
り
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
部
下
に

任
せ
ら
れ
る
よ
う
に
も
な
り
ま
し
た
。
さ
ら

に
、
自
分
が
周
囲
に
許
容
さ
れ
て
い
る
感
覚

を
持
つ
よ
う
に
な
り
、
自
分
を
よ
く
見
せ
よ

う
と
せ
ず
、
子
ど
も
の
頃
に
近
い
感
覚
で
人

と
関
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」。

　

先
ほ
ど
も
登
場
し
た
ぐ
る
ぐ
る
会
議
メ
ン

バ
ー
の
１
人
・
さ
わ
こ
さ
ん
は
、
Ａ
Ｍ
Ａ
ホ

　

ぐ
る
ぐ
る
会
議
に
お
い
て
、
地
球
コ
ク
リ
！
は
、

会
議
全
体
の
デ
ザ
イ
ン
、
場
づ
く
り
の
フ
ァ
シ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
、
コ
ア
チ
ー
ム
の
コ
ー
チ
ン
グ
伴
走

支
援
な
ど
を
通
じ
て
、
意
識
・
関
係
性
の
変
容
を

支
援
す
る
役
割
を
担
っ
た
。
地
球
コ
ク
リ
！
の
研

究
パ
ー
ト
ナ
ー
・
ひ
ろ
し
さ
ん（
山※
２

田  

博
さ
ん
） 

と
Ｊ
Ｒ
Ｃ
研
究
員
・
三
田
が
関
わ
っ
た
。

　

地
球
コ
ク
リ
！
で
は
、
地
域
を
支
援
す
る
際
に

「
地
域
古
来
の
聖
地
」を
重
視
し
て
い
る
。
ど
の
地

域
に
も
、
昔
の
人
々
が
大
事
に
し
て
き
た
場
所
が

あ
る
。
山
や
森
や
水
の
要
所
に
祠
が
あ
り
、
祈
ら

れ
、
掃
除
が
さ
れ
、
大
切
に
さ
れ
て
き
た
。
し
か

し
、
そ
う
し
た
場
所
は
忘
れ
ら
れ
て
い
る
こ
と
も

少
な
く
な
い
。
地
球
コ
ク
リ
！
で
は
、
さ
ま
ざ
ま

な
人
に
聞
い
た
り
、
神
社
や
祠
な
ど
の
目
印
を
辿

っ
た
り
し
て
探
し
出
し
、
そ
の
場
所
で
祈
っ
た
後

に
、
土
地
や
自
然
と
つ
な
が
る
ワ
ー
ク
を
す
る
こ

と
が
多
い
。
人
間
の
感
性
を
ひ
ら
き
、
地
域
や
地

球
の
声
に
耳
を
傾
け
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
だ
。

　

今
回
の
事
例
で
は
、
あ
る
山
の
頂
上
に
あ
る
奥

の
院
を
発
見
し
た
。
そ
こ
で
み
ん
な
で
山
頂
に
行

き
、
島
の
全
体
像
を
感
じ
な
が
ら
、
い
く
つ
か
の

ワ
ー
ク
を
実
施
し
た
の
だ
。

 

「
里
山
里
海
の
循
環
を
感
じ
る
ワ
ー
ク
」
で
は
、

山
の
頂
上
か
ら
島
の
自
然
を
見
渡
し
な
が
ら
、
島

の
地
下
水
が
ど
の
よ
う
に
流
れ
て
い
る
か
、
ま
た

雨
に
な
っ
て
山
に
降
る
ま
で
に
ど
の
よ
う
な
循
環

を
し
て
い
る
か
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
が
そ
の
循
環
を

い
か
に
せ
き
止
め
て
い
る
か
、
現
在
の
土
地
が
ど

の
よ
う
な
状
態
に
あ
る
か
を
感
じ
て
も
ら
っ
た
。

　

ま
た「
五
感
を
開
く
ワ
ー
ク
」
で
は
、
山
の
頂

上
で
自
然
の
音
に
耳
を
澄
ま
せ
た
り
、
裸
足
に
な

っ
て
土
を
感
じ
た
り
し
て
も
ら
っ
た
。
さ
ら
に
、

地
球
コ
ク
リ
！
の
対
話
の
場
で
は
円
座
に
な
る
こ

と
が
多
い
の
だ
が
、
あ
る
と
き
に
は
屋
外
で
た
き

火
を
囲
み
な
が
ら
円
座
に
な
っ
た
。

 

「
こ
う
し
た
ワ
ー
ク
に
ど
の
よ
う
な
効
果
が
あ
る

の
か
？
」と
疑
問
に
思
う
人
が
多
い
か
も
し
れ
な

い
が
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
こ
の
２
つ
の
ワ
ー
ク

や
、
そ
の
後
の
コ
ー
チ
ン
グ
の
伴
走
支
援
を
経
て
、

け
い
す
け
さ
ん
や
ゆ
う
い
ち
ろ
う
さ
ん
の
意
識
は

明
ら
か
に
変
化
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
ワ
ー
ク
に

は
明
確
な
効
果
が
あ
る
。

※2   山田  博氏　
地球コクリ！研究パートナー 株式
会社森へ創業者／プロ・コーチ／
山伏／武蔵野大学ウェルビーイン
グ学部教授

島の全体像を感じられる山の
上の「聖地」。氏神様の奥の院
があり、近くの集落の人は年
に2回訪れるが、あとの9割が
初めて訪れた。島であっても、
多くの人が存在を知らない聖
地があるものなのだ

耳を澄ますと、これまで聴こえ
てこなかった音が聴こえてく
る。海の音、鳥の声、風の音。
葉っぱが落ちる音が聴こえた
という人もいた

「ぐるぐる会議」の様子。円座
になり、ときにはたき火をしな
がら、関係性を深めていく

コンクリートで固めると、山か
らすれば、口と鼻を塞がれて息
ができなくなったと同じような
もの。ときにはコンクリートで
固めたことが原因で土砂崩れ
が起こることもある

私たちは、日常的にはいつも
「ハードフォーカス（焦点を絞
って凝視）」状態にある。「ソフ
トフォーカス（ぼんやり全体を
眺める）」にすると、広く多くの
ことを受け止められる

裸足になると、大地に直接触
れ、体内に滞留した電気が放
電される（アーシング）。素肌で
自然を感じる

山頂から見ると、いかに海・山・
川・里・田がつながっているか
がわかる。１つが汚れると、他
も汚れていくことが容易に想
像できる

けいすけさん
（大野佳祐さん）

島
と
つ
な
が
る
地
球
コ
ク
リ
！
ワ
ー
ク
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ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
で
は
け
い
す
け
さ
ん
の
同

僚
な
の
だ
が
、
同
様
の
証
言
を
し
て
い
る
。

「
け
い
す
け
さ
ん
は
、
ぐ
る
ぐ
る
会
議
の
後
、

私
た
ち
が
話
し
出
す
の
を
、
気
長
に
待
っ
て

く
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
私
が
何
か
意

見
や
ア
イ
デ
ア
を
出
し
た
と
き
に
は
、
視
座

を
高
め
る
ア
ド
バ
イ
ス
を
く
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
」。
一
言
で
言
え
ば
、
け
い
す
け

さ
ん
は
、
以
前
よ
り
も
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
上

手
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

そ
し
て
何
よ
り
も
、
け
い
す
け
さ
ん
自
身

が
、
低
炭
素
化
を
目
指
す
活
動
や
自
然
資
本

を
大
切
に
す
る
活
動
に
、
次
々
に
取
り
組
む

よ
う
に
な
っ
た
。
た
と
え
ば
、
後
述
す
る

「
E
V
推
進
協
議
会
」や「
伐
採
木
炭
化
施
策
」

は
、
け
い
す
け
さ
ん
が
率
い
る
交
交
が
関
わ

っ
て
い
る
取
り
組
み
だ
。

　

ま
た
、
け
い
す
け
さ
ん
は
自
分
の
会
社
、

Ａ
Ｍ
Ａ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
の
新
オ
フ
ィ
ス
を
、

海
士
町
の
中
心
地
か
ら
離
れ
た
保ほ

ぼ々

見み

地
区

の
海
辺
に
建
て
た
。「
町
内
の
い
ろ
ん
な
場
所

を
検
討
し
た
の
で
す
が
、
最
終
的
に
は
、
毎

日
波
の
音
が
聴
こ
え
る
こ
の
場
所
に
建
て
た

い
、
と
決
め
ま
し
た
。
ま
ち
の
中
心
地
か
ら

離
れ
た
と
こ
ろ
に
オ
フ
ィ
ス
を
作
る
の
は
か

な
り
珍
し
い
の
で
す
が
、
島
の
自
然
を
日
常

的
に
感
じ
る
上
で
良
か
っ
た
と
思
っ
て
い
ま

す
」（
け
い
す
け
さ
ん
）。

　

さ
ら
に
、
Ａ
Ｍ
Ａ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
は

「
シ
ン
・
ブ
ル
ー
オ
ー
シ
ャ
ン
戦
略
」を
始
め
た
。

こ
れ
は
、
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
の
仕
組
み

を
活
用
し
、
海
の
未
来
を
変
え
る
挑
戦
を
す

る
取
り
組
み
だ
。
第
一
弾
と
し
て
、
海
士
町

近
海
に
お
け
る
藻
場
回
復
実
証
実
験
を
ス
タ

ー
ト
し
た
。

　

実
は
い
ま
、
日
本
周
辺
の
海
域
で
は
、
藻

場
の
消
失
が
進
ん
で
い
る
。
海
士
町
海
域
に

は
ま
だ
藻
場
が
あ
る
が
、
い
つ
ど
う
な
る
か

わ
か
ら
な
い
の
が
現
状
だ
。「
藻
場
は
海
の

生
態
系
を
支
え
る
だ
け
で
な
く
、
C
O
2

を

吸
収
す
る
と
い
う
意
味
で
も
地
球
上
に
必
要

な
も
の
で
す
。
藻
場
を
回
復
す
る
方
法
を
開

発
で
き
れ
ば
、
さ
ま
ざ
ま
な
面
で
環
境
保
全

に
貢
献
で
き
る
と
考
え
て
い
ま
す
」。

　

現
在
は
、
オ
フ
ィ
ス
の
目
の
前
の
保
々
見

湾
に
人
工
礁「
リ
ー
フ
ボ
ー
ル
藻
礁
」
を
沈

め
、
藻
場
を
作
れ
る
か
ど
う
か
を
実
験
し
て

い
る
最
中
で
あ
る
。

 

「
以
前
は
、
地
球
環
境
を
改
善
す
る
必
要
が

あ
る
の
は
知
っ
て
い
ま
し
た
が
、
自
分
の
仕

事
で
は
な
い
と
考
え
て
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
い
ま
は
、
自
分
の
周
り
に
あ
る
自

然
資
本
に
着
目
し
、
主
体
的
に
地
球
環
境
を

良
く
し
て
い
こ
う
と
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
単
に
考
え
る
だ
け
で
な
く
、
実
際
に

シ
ン
・
ブ
ル
ー
オ
ー
シ
ャ
ン
戦
略
や
、
Ｅ
Ｖ

推
進
協
議
会
、
伐
採
木
炭
化
施
策
な
ど
を
実

行
す
る
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
大
き
な
き
っ
か
け
の
１
つ
が
、
ぐ
る

ぐ
る
会
議
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ

ん
」（
け
い
す
け
さ
ん
）。

コ
ア
チ
ー
ム
・
ゆ
う
い
ち
ろ
う
さ
ん 

の
変
容
が
島
を
変
え
て
い
る

　

コ
ア
チ
ー
ム
の
も
う
１
人
、
ゆ
う
い
ち
ろ

う
さ
ん
も
明
ら
か
に
変
容
し
て
い
る
。

　

ゆ
う
い
ち
ろ
う
さ
ん
に
と
っ
て
、
山
の
上

で
の「
里
山
里
海
の
循
環
を
感
じ
る
ワ
ー
ク
」

や「
五
感
を
開
く
ワ
ー
ク
」
の
経
験
が
特
に

大
き
か
っ
た
よ
う
だ
。
ワ
ー
ク
の
前
後
で
別

人
の
よ
う
な
顔
を
し
て
い
た
の
だ
。
何
が
あ

っ
た
の
か
を
尋
ね
た
と
こ
ろ
、「
山
を
登
る
と

き
は
、
木
々
が
林
に
し
か
見
え
て
い
ま
せ
ん

で
し
た
。
と
こ
ろ
が
下
り
る
と
き
に
は
、
木

の
一
本
一
本
が
鮮
明
に
見
え
ま
し
た
。
こ
の

状
態
で
会
議
を
し
た
ら
、
質
の
異
な
る
ア
イ

デ
ア
が
出
そ
う
だ
と

思
い
ま
し
た
」
と
答

え
て
く
れ
た
。

　

も
ち
ろ
ん
、
こ
の

ＡＭＡホールディングスの新オフィスは港の目の前に
あり、オフィスからは港と海がキレイに見える

ゆういちろうさん
（渡辺祐一郎さん）

藻場回復実証実験
では、海中に「リー
フボール藻礁」を
沈め、藻場を作れる
かどうかを確かめて
いる最中である
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ワ
ー
ク
だ
け
で
な
く
、
ぐ
る
ぐ
る
会
議
全
体

を
経
て
、
ゆ
う
い
ち
ろ
う
さ
ん
は
自
他
と
も

に
認
め
る
ほ
ど
の
変
容
を
遂
げ
た
。「
ぐ
る

ぐ
る
会
議
以
前
は
、
会
議
な
ど
の
前
に
は
し

っ
か
り
準
備
し
な
い
と
気
が
済
ま
な
い
タ
イ

プ
で
、
ゴ
ー
ル
を
き
ち
ん
と
設
定
し
、
計
画

的
に
会
議
を
進
め
る
ス
タ
イ
ル
で
し
た
。
と

こ
ろ
が
、
ぐ
る
ぐ
る
会
議
の
後
は
、
ゴ
ー
ル

を
決
め
ず
に
会
議
に
臨
む
ほ
う
が
良
い
結
果

が
出
る
と
感
じ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま

た
、
自
分
の
価
値
基
準
が
、
正
し
い
か
ど
う

か
わ
か
ら
な
い
と
思
い
な
が
ら
対
話
す
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
」。

　

さ
わ
こ
さ
ん
は
、
ゆ
う
い
ち
ろ
う
さ
ん
の

変
容
に
つ
い
て
、
こ
う
語
っ
て
く
れ
た
。「
以

前
は
町
役
場
の
真
面
目
な
職
員
さ
ん
と
い
う

感
じ
で
し
た
。
と
こ
ろ
が
い
ま
は
、
以
前
よ

り
も
気
軽
に
相
談
で
き
る
雰
囲
気
が
あ
り
ま

す
。
実
際
に
相
談
し
て
み
る
と
、
守
備
範
囲

が
広
く
、
い
ろ
ん
な
情
報
や
資
料
を
も
ら
え

ま
す
。
ま
だ
固
ま
っ
て
い
な
い
ア
イ
デ
ア
の

相
談
に
も
乗
っ
て
く
れ
る
の
で
す
。
い
ま
で

は
何
か
ア
イ
デ
ア
が
あ
っ
た
ら
、
と
り
あ
え

ず
ゆ
う
い
ち
ろ
う
さ
ん
に
相
談
し
て
み
よ
う

と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」。

　

他
方
で
、
ゆ
う
い
ち
ろ
う
さ
ん
の
普
段
の

仕
事
に
も
い
ろ
い
ろ
と
変
化
が
起
き
て
い
る
。

「
普
段
の
町
役
場
の
仕
事
に
も
ぐ
る
ぐ
る
会

議
の
要
素
を
入
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
、
里
山
・
里
海
の
循
環

を
よ
り
意
識
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。

　

た
と
え
ば
、
私
は
町
営
住
宅
の
建
設
を
担

当
し
て
い
る
の
で
す
が
、
あ
る
町
営
住
宅
を

建
て
た
際
、
駐
車
場
を
未
舗
装
に
し
て
、
代

わ
り
に
石
や
木
材
チ
ッ
プ
を
敷
き
詰
め
ま
し

た
。
な
ぜ
な
ら
、
そ
の
住
宅
が
森
と
海
の
間

の
平
地
に
建
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。
ひ
ろ
し

さ
ん
は
里
山
里
海
の
循
環
を
感
じ
る
ワ
ー
ク

で
、
土
地
を
コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
し
て
し
ま
う

と
、
水
の
循
環
を
止
め
て
し
ま
う
と
話
し
て

い
ま
し
た
。
そ
こ
は
ま
さ
に
地
下
水
が
山
か

ら
海
に
流
れ
出
る
と
こ
ろ
で
し
た
。
だ
か
ら
、

舗
装
す
る
箇
所
を
で
き
る
だ
け
少
な
く
し
た

の
で
す
」。

　

ま
た
今
後
、
林
業
の
皆
さ
ん
と
畜
産
の
皆

さ
ん
の
話
し
合
い
の
場
を
設
け
、
両
者
が
仲

良
く
使
え
る
林
道
を
創
る
こ
と
も
構
想
し
て

い
る
と
い
う
。
ゆ
う
い
ち
ろ
う
さ
ん
の
変
容

は
、
こ
う
し
て
仕
事
全
体
に
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な

影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

　

な
お
、
コ
ア
チ
ー
ム
に
事
後
ア
ン
ケ
ー
ト

を
取
り
、
地
球
や
他
の
い
の
ち
・
生
態
系
へ

の
想
い
の
向
上
、
五
感
で
感
じ
る
力
の
向
上

を
確
認
し
て
い
る（
図
3
）。

メ
ン
バ
ー
同
士
の 

関
係
性
が
大
き
く
変
化
し
た

　

多
様
な
メ
ン
バ
ー
が
ぐ
る
ぐ
る
会
議
に
集

結
し
た
結
果
、
皆
の
関
係
性
が
大
き
く
変
化

し
た
こ
と
も
特
筆
す
べ
き
こ
と
で
あ
る
。

　

さ
わ
こ
さ
ん
は
こ
う
語
る
。「
私
は
も
と
も

と
島
外
の
人
間
で
、
縁
あ
っ
て
島
に
移
住
し

た
後
、
地
元
の
人
と
結
婚
し
て
い
ま
に
至
り

ま
す
。
で
す
か
ら
、
島
の
人
た
ち
の
多
く
は
、

私
の
こ
と
を『
新
し
く
島
の
一
員
に
な
っ
た

金
髪
の
若
い
女
性
』
く
ら
い
に
し
か
認
識
し

て
い
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

た
と
え
ば
、
メ
ン
バ
ー
の
１
人
・
み
き
や

さ
ん
は
、
私
の
夫
の
家
族
の
友
人
で
、
以
前

は
挨
拶
を
す
る
く
ら
い
の
関
係
性
で
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
ぐ
る
ぐ
る
会
議
が
始
ま
っ
て
か

ら
は
、『
あ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
件
は
ど
う
な
り

ま
し
た
？
』
な
ど
と
、
仕
事
の
こ
と
な
ど
に

つ
い
て
い
ろ
い
ろ
と
会
話
を
す
る
よ
う
に
な

っ
た
の
で
す
。
私
に
と
っ
て
、
こ
れ
は
け
っ

こ
う
大
き
な
変
化
で
す
。

　

そ
れ
か
ら
、
漁
師
の
お
お
く
ぼ
さ
ん
は
、

祭
り
な
ど
で
活
躍
す
る
元
気
な
お
兄
さ
ん
と

い
う
印
象
で
し
た
。
ぐ
る
ぐ
る
会
議
で
初
め

て
、
漁
業
や
島
の
こ
と
を
真
剣
に
深
く
考
え

て
い
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
メ
ン
バ
ー
の
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印
象
が
こ
の
よ
う
に
そ
れ
ぞ
れ
変
わ
り
ま
し

た
」。

　

み
き
や
さ
ん
も
、
あ
る
メ
ン
バ
ー
と
、
以

前
は
挨
拶
す
る
く
ら
い
の
関
係
性
だ
っ
た
が
、

会
議
後
は
立
ち
話
が
始
ま
る
と
、
30
分
く
ら

い
普
通
に
話
す
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。
一

般
的
に
、
地
域
で
は
新
た
な
人
間
関
係
を
増

や
し
に
く
い
。
ま
た
、
周
囲
の
人
々
の
新
た

な
一
面
を
発
見
す
る
よ
う
な
こ
と
も
起
き
に

く
い
。
ぐ
る
ぐ
る
会
議
の
よ
う
に
、
地
域
内

に
新
た
な
人
間
関
係
を
構
築
し
、
一
緒
に
な

っ
て
低
炭
素
化
や
自
然
資
本
の
活
用
な
ど
を

話
し
合
う
場
は
貴
重
な
の
だ
。

　

い
ま
名
前
が
出
た
漁
師
で
漁
労
長
の
お
お

く
ぼ
さ
ん（
大
窪
諒
慈
さ
ん
／
飯
古
建
設
定

置
網
事
業
部
）
は
こ
う
語
っ
て
く
れ
た
。

 

「
い
ま
ま
で
、
私
は
有
機
農
業
の〝
ゆ
〞
の
字

も
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
島
の
他
業
種
の
知

識
が
い
ろ
い
ろ
と
増
え
ま
し
た
。
反
対
に
漁

師
仲
間
で
は
常
識
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
、

ま
ち
の
人
た
ち
が
知
ら
な
い
こ
と
も
わ
か
り

ま
し
た
。
ぐ
る
ぐ
る
会
議
を
経
て
、
自
分
た

ち
の
知
識
を
も
っ
と
周
囲
に
伝
え
て
い
こ
う

と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

私
に
と
っ
て
ぐ
る
ぐ
る
会
議
は
、
自
分
の

や
り
た
い
こ
と
を
実
現
す
る
た
め
に
、
前
提

が
違
う
人
を
ど
の
よ
う
に
巻
き
込
め
ば
よ
い

か
を
学
ぶ
成
功
体
験
に
な
り
ま
し
た
。
資
料

を
作
っ
た
り
、
説
明
し
た
り
す
る
能
力
が
明

ら
か
に
高
ま
り
ま
し
た
」。

関
係
性
が
変
わ
っ
た
ら 

物
事
が
次
々
に
動
き
出
し
た

　

こ
の
よ
う
に
関
係
性
が
変
わ
っ
た
ら
、
物

事
が
次
々
に
動
き
出
し
た
。
彼
ら
自
身
が
主

体
的
に
行
動
を
起
こ
し
始
め
た
の
だ
。

　

１
つ
目
に
、
け
い
す
け
さ
ん
の
会
社
・
交

交
で
は
、
行
政
や
島
内
事
業
者
に
Ｅ
Ｖ
を
リ

ー
ス
で
貸
し
出
す「
Ｅ
Ｖ
推
進
協
議
会
」
を

推
進
し
て
い
る（
図
４
）。
み
き
や
さ
ん
の
ガ

ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
会

社
も
共
同
で
出
資
し

て
い
る
。
Ｅ
Ｖ
と
ガ

ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
会

社
の
共
存
共
栄
を
図
っ
て
い
る
の
だ
。

　

Ｅ
Ｖ
の
島
内
人
気
は
高
く
、
２
０
２
５
年

３
月
時
点
で
す
で
に
５
台
を
導
入
し
て
お
り
、

今
後
さ
ら
に
増
え
る
と
い
う
。「
Ｅ
Ｖ
化
が

進
ん
で
も
、
船
や
ト
ラ
ク
タ
ー
な
ど
は
変
わ

ら
ず
石
油
を
使
い
ま
す
。
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン

ド
会
社
は
今
後
も
島
に
欠
か
せ
な
い
存
在
な

の
で
す
。
一
緒
に
低
炭
素
化
を
進
め
て
い
く

こ
と
が
大
切
で
す
」（
け
い
す
け
さ
ん
）。

　

２
つ
目
に
、
町
役
場
と
交
交
は
、
地
元
建

設
業
者
や
地
元
有
志
と
と
も
に「
伐
採
木
炭

化
施
策
」
を
進
め
て
い
る
。

　

い
ま
低
炭
素
化
で
注
目
さ
れ
て
い
る
技
術

の
１
つ
が
、
有
機
物
を
熱
分
解
し
て
炭
に
す

る「
炭
化
装
置
」
だ
。
普
通
に
焼
却
炉
で
焼

却
す
る
と
、
二
酸
化
炭
素
を
空
気
中
に
排
出

し
て
し
ま
う
。
と
こ
ろ
が
、
炭
化
装
置
で
炭

に
す
る
と
、
大
気
中
の
二
酸
化
炭
素
を
炭
化

固
定
で
き
、
二
酸
化
炭
素
を
む
し
ろ
減
ら
せ

る
の
だ
。
し
か
も
、
こ
の
バ
イ
オ
炭
を
土
壌

に
埋
め
る
と
、
Ｊ
-
ク
レ
ジ
ッ
ト
制
度
を
通

し
て
資
金
を
得
る
こ
と
も
で
き
る
。

　

海
士
町
で
は
、
年
間
１
０
０
０
ト
ン
も
の

道
路
伐
採
木
が
出
る
。
こ
れ
ま
で
ゴ
ミ
と
し

て
処
理
し
て
き
た
道
路
伐
採
木
を
炭
化
装
置

で
炭
化
固
定
し
て
、
地
中
に
埋
め
れ
ば
、
二

酸
化
炭
素
排
出
量
を
大
き
く
減
ら
せ
る
。
そ

こ
で
伐
採
木
炭
化
施
策
を
始
め
た
の
だ
。

　

交
交
は
、
以
前
か
ら
炭
化
装
置
に
着
目
し

て
い
た
。
し
か
し
、
道
路
伐
採
木
が
こ
れ
ほ

ど
大
量
に
あ
り
、
ゴ
ミ
と
な
っ
て
い
る
こ
と

は
知
ら
な
か
っ
た
。
ぐ
る
ぐ
る
会
議
で
炭
化

装
置
技
術
と
大
量
の
道
路
伐
採
木
の
情
報
が

つ
な
が
っ
て
、
伐
採
木
炭
化
施
策
を
進
め
る

こ
と
に
な
っ
た
の
だ
。
離
島
は
ゴ
ミ
焼
却
炉

を
自
前
で
持
つ
ほ
か
に
な
く
、
そ
の
能
力
に

限
界
を
抱
え
て
い
る
。
燃
や
す
ゴ
ミ
を
減
ら

す
こ
と
は
、
ま
ち
の
運
営
上
も
メ
リ
ッ
ト
が

大
き
い
。
い
く
つ
も
の
利
益
が
あ
る
施
策
に

な
っ
て
い
る
。

　

３
つ
目
に
、
さ
わ
こ
さ
ん
は
、
海
士
町
役

場
・
新
庁
舎
１
階
の
未
来
共
創
ス
ペ
ー
ス「
し

ゃ
ば
り
ば
」
の
企
画
開
発
を
担
当
し
た
。
さ

わ
こ
さ
ん
は
そ
の
場

所
に
、
旧
庁
舎
の
家

具
や
備
品
、
建
設
会

社
の
廃
材
や
倒
木
な

みきやさん
（元吉実希也さん）

さわこさん
（石原紗和子さん）

第8章

7段階

私は島への愛着が
高い方だ

私は島に生かされて
いると感じている

私は島の一員だと
感じている

私は動植物との
共生は大事だと思う

私は環境意識が
高い方だ

私は地球の一員だと
感じている

私は生きとし生けるものの
幸せを願っている

私は五感で
感じる力が強い方だ

6.0
6.5

5.5
6.5

3.75
5.25

4.25
6.0

4.75
6.25

4.25
5.75

6.0
6.25

5.5
5.75

1
全く

そう思わない 2 3 4 7
とても
そう思う5 6

地元愛は
もともと高く
さらに向上

地球や
他のいのち・
生態系への
想いが向上

五感で感じる
力も向上

出所：じゃらんリサーチセンター「ヒト・カネ・シゼンの地域内
循環を促す地域共助コミュニティ形成研究　振り返り調査」

（n=4）（2024年)

■事前　
■事後

図3  コアチームの変化
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ど
を
活
用
し
た
リ
メ
イ
ク
家
具
を
設
置
し
た
。

こ
れ
ら
の
家
具
は
住
民
参
加
型
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
で
製
作
し
た
。

 

「
私
は
以
前
か
ら
、
ゴ
ミ
を
な
く
す
サ
ー
キ

ュ
ラ
ー
デ
ザ
イ
ン
の
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
ぐ
る
ぐ
る
会
議
で
ゴ
ミ
処
理
施
設

の
問
題
を
知
っ
て
、
廃
棄
物
を
活
用
し
た
リ

メ
イ
ク
家
具
の
発
想
に
た
ど
り
着
き
ま
し
た
。

　

し
ゃ
ば
り
ば
は
、
住
民
の
意
見
を
行
政
に

幅
広
く
取
り
入
れ
る
た
め
の
場
、
住
民
同
士

で
さ
ま
ざ
ま
な
交
流
を
行
い
未
来
共
創
を
目

指
す
場
で
す
。
こ
れ
か
ら
数
十
年
に
わ
た
っ
て
、

自
分
の
子
ど
も
世
代
や
孫
世
代
も
使
う
場
所

に
な
る
で
し
ょ
う
。
そ
の
と
き
、
若
い
世
代

に
海
士
町
の
歴
史
を
継
承
す
る
場
に
も
し
た

い
と
思
っ
て
、
リ
メ
イ
ク
家
具
を
置
き
ま
し

た
。
結
果
的
に
多
く
の
住
民
の
協
力
を
得
て
、

ど
こ
に
で
も
あ
る
よ
う
な
ス
ペ
ー
ス
で
は
な

く
、
海
士
町
ら
し
い
場
所
に
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
」。

　

４
つ
目
に
、
お
お
く
ぼ
さ
ん
た
ち
が
中
心

と
な
っ
て「
ぐ
る
ぐ
る
行
商
人
」
と
い
う
活

動
も
行
わ
れ
た
。

　

実
は
、
日
本
に
は
大
量
の「
未
利
用
魚
」

が
あ
る
。
特
に
、
海
士
町
の
よ
う
な
離
島
の

場
合
、
本
土
な
ら
普
通
に
販
売
で
き
る
ア
ジ
、

イ
ワ
シ
、
サ
バ
な
ど
の
魚
も
、
流
通
コ
ス
ト

が
高
い
た
め
に
未
利
用
魚
と
な
っ
て
し
ま
う
。

こ
の
未
利
用
魚
を
島
内
で
販
売
で
き
れ
ば
、

無
駄
や
ゴ
ミ
を
減
ら
す
と
と
も
に
、
地
域
経

済
を
潤
す
こ
と
が
で
き
る
。

　

お
お
く
ぼ
さ
ん
は
、

十
数
年
に
わ
た
っ
て

海
士
町
の
未
利
用
魚

の
販
路
を
作
ろ
う
と

さ
ま
ざ
ま
な
努
力
を
し
て
き
た
が
、
成
功
し

な
か
っ
た
。
お
お
く
ぼ
さ
ん
が
、
ぐ
る
ぐ
る

会
議
で
そ
の
熱
い
想
い
と
悩
み
を
皆
に
打
ち

明
け
た
結
果
、
町
役
場
が「
ぐ
る
ぐ
る
行
商

人
」
を
派
遣
し
、
島
内
の
商
店
や
加
工
業
者

へ
の
流
通
・
販
路
を
開
拓
す
る
試
み
が
行
わ

れ
た
の
で
あ
る
。

　

５
つ
目
に
、
み
き
や
さ
ん
は
い
ま
、
ぐ
る

ぐ
る
会
議
で
知
り
合
っ
た
メ
ン
バ
ー
と
協
力

し
て
、
島
の
高
齢
者
の
生
活
を
支
援
す
る
取

り
組
み
を
始
め
よ
う
と
し
て
い
る
。

　

今
後
、
日
本
は
超
高
齢
化
社
会
に
突
入
す

る
。
そ
の
と
き
、
高
齢
者
支
援
や
地
域
の
助

け
合
い
な
ど
も
、
行
政
だ
け
で
な
く
、
行
政

＋
民
間
の「
共
助
」
で
や
っ
て
い
く
こ
と
に

な
る
だ
ろ
う
。
み
き
や
さ
ん
の
取
り
組
み
は
、

そ
の
先
駆
け
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。

　

も
ち
ろ
ん
、
ぐ
る
ぐ
る
会
議
の
す
べ
て
が

順
調
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。「
ぐ
る
ぐ
る

会
議
に
よ
っ
て
、
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
現
状
が
明

確
に
な
っ
た
り
、
一
時
的
に
対
立
が
起
き
た

り
も
し
て
い
ま
す
。
当
然
の
こ
と
で
す
が
、

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
新
た
な

問
題
も
生
じ
て
い
ま
す
。
す
べ
て
が
う
ま
く

い
っ
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か

し
、
そ
う
し
た
こ
と
も
、
長
い
目
で
見
れ
ば

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
変
わ
っ
て
い
く
は
ず
で
す
」

（
け
い
す
け
さ
ん
）。

　

と
き
に
は
雨
が
降
っ
た
り
、
雷
が
落
ち
た

り
す
る
の
が
自
然
だ
。
循
環
共
生
型
社
会
や

地
球
中
心
社
会
と
は
、
自
然
や
人
間
の
ネ
ガ

テ
ィ
ブ
な
面
と
も
う
ま
く
付
き
合
い
な
が
ら
、

地
域
や
個
人
の
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
を
高
め

て
い
く
社
会
な
の
だ
ろ
う
。

しゃばりばのリメイク家具は住民参加型ワークショップで
製作した

海士町役場１階の未
来共創スペース「し
ゃばりば」には、旧
庁舎の備品をリメイ
クした家具が使われ
ている

おおくぼさん
（大窪諒慈さん）

行政 島内事業者

出資ガソリンスタンド各社

中古EV購入
費用

燃料売上に
相当するリース収益

図4  EV推進協議会の仕組み

EV推進協議会
（主にガソリンスタンド会社で構成）

地域内を走る
中古EV車

EV EVリース費用 リース費用

11 June  2025



　この図は、今回の実証研究をもとに、次世代型のまちに移行するた
めに必要なステップをまとめたものである。
　この図のスタートは、左下の「種火チームの変容」だ。地域のOS（意
識と関係性）の変容は、種火チーム（今回でいえば、けいすけさんとゆう
いちろうさんのコアチーム）の結成と変容から始まる。次に「島の変容
の起点となるチーム構成」を行う。普段は行政の会議に出てこない多
様なメンバーを招集するのだ。
　招集されたメンバーは、ぐるぐる会議で発言の機会を得て、各自の情
報を開示し、地球コクリ！のワークなどを体験しながら関係構築をして
いく。安心安全な場での本音の会話を何度か繰り返すと、彼らはそのう
ち受容されたと感じる。「受容の成功体験」を得るのだ。

　ここまで進むと、各メンバーが主体的に動き出すようになる。つなが
っていなかった人同士がつながり、対話が起こる。日常的な偶然の出
会いをきっかけに深い会話が始まることもある。そうやって情報が結び
つくことで、たとえば「道路伐採木がこんなに大量にあるなんて知らな
かった」といったことが発見されるのだ。「島に存在していたリソースの
循環」が起こるのである。その結果、プレイヤー同士の共創が始まり、
島の「人の変容」が起こり、「新たな政策や事業」が立ち上がっていく。
　これら一連の活動は、長期的に見れば、さまざまな利害を超えて「島
の願いを聴く」ことにもなっている。住民たちが生態系の循環を感じ、
人間も生態系の一員であることを感じながら、島の「ありたい姿」を叶
える行動をとっている、と考えられるのだ。

まとめ「ぐるぐる共創モデル」

図5   ぐるぐる共創モデル（ヒト・カネ・シゼンが循環する事業・政策創出モデル）
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高
い
生
活
の
質
」
を
据
え
ま
し
た
。
国
民
一

人
ひ
と
り
の
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
／
高
い
生

活
の
質
を
実
現
す
る
文
明
・
経
済
社
会
を
目

指
す
こ
と
を
大
目
標
に
据
え
た
わ
け
で
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
地
上
資
源
を
基
調
と
し
、

自
然
と
共
生
す
る
持
続
可
能
な
経
済
社
会
シ

ス
テ
ム「
循
環
共
生

型
社
会
」
の
実
現
が

欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　

そ
の
実
現
に
は
、

日
本（
地
球
）
で
暮
ら
す
皆
さ
ん
の
意
識
が

変
わ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
特
に
、
森
林
、

土
壌
、
水
、
大
気
、
生
物
資
源
な
ど
、
自
然

に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
る
資
本「
自
然
資
本
」

が
大
事
で
あ
り
、
自
然
資
本
を
維
持
・
回
復
・

充
実
さ
せ
る
こ
と
が「
新
た
な
成
長
」
の
基

盤
に
な
る
こ
と
を
理
解
し
て
も
ら
い
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

地
球
コ
ク
リ
！
は
、
ま
さ
に
環
境
省
が
目

指
す「
自
然
資
本
を
重
視
す
る
方
向
へ
の
意

環
境
省
の
お
お
く
ら
さ
ん
か
ら
見
て 

「
ぐ
る
ぐ
る
会
議
」は
最
先
端

―
―
環
境
省
の
お
お
く
ら
さ
ん
は
、
地
球
コ

ク
リ
！
の
考
え
方
や
活
動
に
早
期
か
ら
賛
同

し
て
く
れ
て
い
ま
し
た
。
な
ぜ
で
す
か
。�

お
お
く
ら　

一
言
で
言
え
ば
、
地
球
コ
ク
リ

!
が
、
い
ま
の
日
本
社
会
に
必
要
な
こ
と
を

最
先
端
の
手
法
で
実
践
し
て
い
る
か
ら
で
す
。

　

2
0
2
4
年
、
日
本
政
府
は「
第
六
次
環

境
基
本
計
画
」
を
閣
議
決
定
し
ま
し
た（
図

６
）。
環
境
基
本
計
画
は
、
全
環
境
分
野
を

網
羅
す
る
総
元
締
め
計
画
で
す
。
環
境
省
の

先
輩
方
は
、
第
一
次
計
画
か
ら
、
経
済
社
会

シ
ス
テ
ム
、
生
活
様
式
の
変
革
を
迫
っ
て
い

ま
し
た
。
冒
頭
に「
物
質
的
豊
か
さ
の
追
求

に
重
き
を
置
く
こ
れ
ま
で
の
考
え
方
、
大
量

生
産
・
大
量
消
費
・
大
量
廃
棄
型
の
社
会
経

済
活
動
や
生
活
様
式
は
問
い
直
さ
れ
る
べ
き

で
あ
る
」
と
い
う
一
文
を
掲
げ
た
の
で
す
。

　

な
ぜ
な
ら
、「
規
格
大
量
生
産
型
の
工
業
社

会
が
、
人
類
文
明
の
流
れ
に
沿
わ
な
く
な
っ

た
」（
２
０
０
０
年
版
経
済
白
書
）
か
ら
で
す
。

従
来
型
の
経
済
社
会
シ
ス
テ
ム
が
経
済
の
停

滞
や
環
境
問
題
に
つ
な
が
っ
て
い
る
の
で
す
。

　

で
は
、
私
た
ち
は
ど
の
よ
う
な
文
明
・
経

済
社
会
の
あ
り
方
を
目
指
せ
ば
よ
い
の
で
し

ょ
う
か
。
第
六
次
計
画
で
は
、
環
境
政
策
の

最
上
位
の
目
的
に「
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
／

私
た
ち
は
自
然
と
つ
な
が
っ
て

は
じ
め
て
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
を
実
現
で
き
る

環
境
省
の
お
お
く
ら
さ
ん（
大
倉
紀
彰
さ
ん
／
環
境
省 

大
臣
官
房 

地
域
脱
炭
素
政
策
調
整
担
当
参
事
官 

政
策
調
整
官
）、

地
球
コ
ク
リ
！
研
究
パ
ー
ト
ナ
ー
の
ひ
ろ
し
さ
ん（
山
田  

博
さ
ん
）、
海
士
町
の
け
い
す
け
さ
ん（
大
野
佳
祐
さ
ん
）の
３
人
に

ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
や
自
然
資
本
な
ど
に
つ
い
て
楽
し
く
話
し
て
も
ら
っ
た
。　

聴
き
手
／
Ｊ
Ｒ
Ｃ
研
究
員
・
三
田 

愛

図6  第六次環境基本計画

鼎談

鼎談はオンラインで和やかに行われた。なお、おおくらさんは第六次環境基本計画
策定の中心人物の1人

おおくらさん
（大倉紀彰さん）

13 June  2025



識
や
価
値
観
＝
Ｏ
Ｓ
の
変
容
」
を
、
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
レ
ベ
ル
で
起
こ
そ
う
と
し
て

い
ま
す
。
そ
の
点
が
画
期
的
な
の
で
す
。

　

今
後
の
次
世
代
資
本
主
義
シ
ス
テ
ム
は
、

「
政
府
・
市
場
・
国
民（
市
民
社
会
・
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
）
の
健
全
な
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
」

が
成
立
す
る
必
要
が
あ
る
と
の
指
摘
が
あ
り

ま
す
。
三
者
が
共
進
化
し
、
健
全
に
機
能
す

る
こ
と
が
、
循
環
共
生
型
社
会
の
実
現
の
重

要
な
土
台
に
な
り
ま
す
。

　

今
回
の「
ぐ
る
ぐ
る
会
議
」
は
、
そ
の
う

ち
の
、
近
年
弱
体
化
し
た
と
指
摘
さ
れ
て
い

る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
や
市
民
社
会
に
働
き

か
け
る
手
法
と
し
て
最
先
端
で
す
。
特
に

「
島
の
願
い
を
聴
く
」
と
い
う
考
え
方
が
す
ば

ら
し
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。

森
で
深
い
経
験
を
す
る
と 

人
は
自
然
に
興
味
を
持
ち
始
め
る

―
―
嬉
し
い
言
葉
を
か
け
て
も
ら
え
ま
し
た
。

ひ
ろ
し
さ
ん
は
ど
う
思
い
ま
す
か
？�

ひ
ろ
し　

全
体
的
に
、
お
お
く
ら
さ
ん
の
お

話
の
と
お
り
だ
と
思
い
ま
す
。
特
に
ウ
ェ
ル

ビ
ー
イ
ン
グ
に
は
自
然
と
の
共
生
が
欠
か
せ

な
い
と
い
う
点
に
強
く
共
感
し
ま
し
た
。

　

本
題
に
入
る
前
に
自
己
紹
介
を
し
ま
す
。

私
の
職
業
は
プ
ロ
・
コ
ー
チ
で
す
。
コ
ー
チ
、

リ
ー
ダ
ー
養
成
の
ト

レ
ー
ナ
ー
と
し
て
も

長
く
働
き
、
Ｃ
Ｔ
Ｉ

ジ
ャ
パ
ン
の
代
表
も

務
め
ま
し
た
。
一
方
で
、
20
年
ほ
ど
前
か
ら

「
森
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
や「
森
の
リ
ト
リ

ー
ト
」
を
開
催
し
、
多
く
の
人
を
森
に
ガ
イ

ド
し
て
、
森
と
の
対
話
を
促
し
て
き
ま
し
た
。

　

２
０
２
４
年
か
ら
は
武
蔵
野
大
学
ウ
ェ
ル

ビ
ー
イ
ン
グ
学
部
の
教
授
と
し
て
、
大
学
教

育
の
現
場
に
初
め
て
入
り
ま
し
た
。
自
然
と

の
共
生
な
し
に
、
人
間
の
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン

グ
が
成
り
立
つ
こ
と
は
難
し
い
の
で
は
な
い

か
と
い
う
考
え
が
あ
り
、
こ
の
学
部
で
自
然

や
環
境
に
深
く
触
れ
る
体
験
を
創
る
こ
と
が

ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
を
学
ぶ
学
生
た
ち
に
必

要
で
は
な
い
か
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。

　

入
学
し
た
て
の
１
年
生
に「
自
然
に
興
味

が
あ
る
人
は
？
」
と
質
問
す
る
と
、
手
を
挙

げ
る
の
は
１
割
く
ら
い
で
す
。
実
は
、
大
人

で
も
や
は
り
１
割
く
ら
い
で
す
。
お
お
く
ら

さ
ん
の
言
う
と
お
り
、
日
本
人
は
自
然
か
ら

離
れ
、
そ
の
大
切
さ
を
感
じ
に
く
く
な
っ
て

し
ま
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

都
会
の
人
た
ち
が
、
自
然
環
境
に
関
心
が

な
い
の
は
イ
メ
ー
ジ
ど
お
り
で
し
ょ
う
。
し

か
し
、
地
域
に
自
然
に
興
味
の
あ
る
人
が
多

い
わ
け
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

今
回
、
私
は
海
士
町
の
皆
さ
ん
と
島
の
象

徴
的
な
山
に
登
り
、「
里
山
里
海
の
循
環
を
感

じ
る
ワ
ー
ク
」
や「
五
感
を
開
く
ワ
ー
ク
」
を

実
施
し
ま
し
た
。
そ
れ
で
感
じ
た
の
は
、
自

然
豊
か
な
海
士
町
で
す
ら
、
多
く
の
人
は
島

の
自
然
を
感
じ
る
力
が
弱
っ
て
い
る
と
い
う

印
象
で
し
た
。

　

私
た
ち
は「
島
の
願
い
を
聴
く
」
と
い
う

コ
ン
セ
プ
ト
を
事
前
に
用
意
し
て
い
ま
し
た

が
、
ワ
ー
ク
の
経
験
か
ら
、
こ
れ
を
最
初
か

ら
前
面
に
出
す
と
、
皆
さ
ん
に
届
か
な
い
よ

う
に
感
じ
ま
し
た
。
そ
こ
で
最
後
に
わ
か
っ

て
も
ら
え
ば
よ
い
、
と
い
う
ス
タ
ン
ス
で
進

め
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

―
―
具
体
的
に
ど
う
進
め
た
の
で
す
か
？

ひ
ろ
し　
「
人
の
行
動
は
知
識
が
増
え
る
だ

け
で
は
変
わ
ら
な
い
」
と
思
い
ま
す
。
地
球

環
境
が
大
変
な
状
況
に
あ
る
こ
と
、
自
然
や

生
態
系
を
守
る
必
要
が
あ
る
こ
と
を
い
く
ら

学
ん
で
も
、
行
動
に
移
す
人
は
め
っ
た
に
い

ま
せ
ん
。
む
し
ろ
危
機
を
煽
る
だ
け
で
は
逆

効
果
で
、
か
え
っ
て
萎
縮
し
て
行
動
が
起
こ

り
に
く
く
な
り
ま
す
。

　

行
動
変
容
を
起
こ
す
に
は
、「
自
然
を
感
じ

る
体
験
を
し
て
も
ら
う
」
こ
と
が
大
切
で
す
。

私
は
多
く
の
人
を
森
に
連
れ
て
い
き
ま
し
た

が
、
森
で
心
身
の
深
い
経
験
を
す
る
と
、
自

然
に
興
味
を
持
ち
始
め
、
そ
の
結
果
、
徐
々

に
行
動
が
変
わ
る
人
は
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

今
回
も
け
い
す
け
さ
ん
や
ゆ
う
い
ち
ろ
う

さ
ん
は
、
ワ
ー
ク
な
ど
を
通
じ
て
い
ち
早
く

変
容
し
て
い
き
ま
し
た
。
こ
の
変
容
が「
ぐ

る
ぐ
る
会
議
」
に
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
影
響
を
も

た
ら
す
き
っ
か
け
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

経
済
を
ス
ロ
ー
ダ
ウ
ン
で
き
る
の
が 

海
士
町
の
強
み
の
１
つ

―
―
け
い
す
け
さ
ん
、
２
人
の
話
を
聞
い

て
ど
う
思
い
ま
し
た

か
？ 

け
い
す
け　

２
人
か

ら「
ぐ
る
ぐ
る
会
議
」

や
私
た
ち
の
活
動
を
褒
め
て
も
ら
え
る
の
は

嬉
し
い
で
す
。

　

幸
い
な
こ
と
に
、
海
士
町
は
自
然
資
本

（
自
然
環
境
）と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ（
社
会
）が
充

実
し
て
い
ま
す
。
こ
の
２
つ
が
充
実
し
て
い

る
限
り
は
、
少
な
く
と
も
飢
え
て
死
ぬ
こ
と

な
く
、
海
士
町
ら
し
さ
を
保
ち
な
が
ら
生
活

で
き
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

も
ち
ろ
ん
、
ま
ち
の
経
済
を
良
く
す
る
こ

と
は
大
切
で
す
。
し
か
し
、
経
済
の
充
実
を

追
い
求
め
る
あ
ま
り
、
自
然
資
本
と
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
を
毀
損
し
て
は
本
末
転
倒
で
す
。
バ

ラ
ン
ス
に
気
を
つ
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

お
お
く
ら　

本
当
に
そ
の
と
お
り
で
す
。
第

六
次
計
画
で
は
、
フ
ロ
ー（
収
入
・
支
出
）
に

加
え
て「
ス
ト
ッ
ク（
貯
蔵
や
貯
蓄
）の
充
実
」

が
必
須
だ
と
主
張
し
て
い
ま
す
。
ス
ト
ッ
ク

の
充
実
が
、
国
民
の
高
い
生
活
の
質
の
実
現

に
貢
献
す
る
の
で
す
。

　

こ
の
場
合
の
ス
ト
ッ
ク
と
は
、
ま
さ
に
自

然
資
本
で
す
。
け
い
す
け
さ
ん
の
言
う
と
お

り
、
私
た
ち
は
豊
か
な
自
然
資
本
の
貯
蓄
が

あ
る
か
ら
こ
そ
、
豊
か
な
生
活
を
送
れ
る
の

で
す
。
自
然
資
本
を
失
っ
た
ら
、
元
も
子
も

な
い
の
で
す
。
し
か
し
、
そ
う
し
た
感
覚
を

持
っ
て
い
る
人
は
決
し
て
多
く
あ
り
ま
せ
ん
。

け
い
す
け
さ
ん
の
よ
う
に
考
え
る
人
を
増
や

けいすけさん
（大野佳祐さん）

ひろしさん
（山田  博さん）
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す
こ
と
は
喫
緊
の
課
題
の
１
つ
で
す
。

け
い
す
け　

い
ま
私
の
会
社
で
は
、
隠
岐
の

木
材
を
使
っ
て
、
自
分
た
ち
で
家
を
建
設
す

る
ビ
ジ
ネ
ス
を
構
想
し
て
い
ま
す
。

　

昔
の
海
士
町
に
は
、
木
を
切
る
人
も
、
木

材
に
加
工
す
る
人
も
、
建
築
す
る
大
工
さ
ん

も
十
分
に
い
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
現
在
は
、

島
外
の
プ
レ
カ
ッ
ト
工
場
で
切
り
出
さ
れ
た

家
の
パ
ー
ツ
を
島
に
持
っ
て
き
て
組
み
立
て

る
手
法
が
主
流
に
な
り
、
地
元
の
木
材
加
工

工
場
は
10
年
以
上
前
に
閉
業
し
ま
し
た
。
島

の
大
工
さ
ん
も
少
な
く
な
り
ま
し
た
。

　

同
じ
風
景
を
復
活
さ
せ
る
こ
と
は
難
し
い

で
し
ょ
う
。
で
も
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
一
部

活
用
す
れ
ば
、
自
律
分
散
型
で
家
を
建
築
す

る
こ
と
は
十
分
に
可
能
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
、
自
分
た
ち
で
建
築
す
る
の
は
手

間
ひ
ま
が
か
か
り
ま
す
。
で
も
い
ま
は
、
そ
の

ス
ロ
ー
ダ
ウ
ン
こ
そ
が
島
に
と
っ
て
大
事
な
こ

と
で
す
。
若
い
人
た
ち
も
、
こ
う
し
た
こ
と

に
魅
力
を
感
じ
て
く
れ
る
の
で
は
な
い
か
と

考
え
て
い
ま
す
。

人
は
自
然
そ
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を 

体
験
的
に
学
ぶ
場
が
も
っ
と
必
要
だ

―
―
自
然
資
本
を
大
切
に
す
る
人
を
増
や
す

に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
？

ひ
ろ
し　
「
そ
も
そ
も
人
は
自
然
そ
の
も
の

で
あ
り
、
自
然
か
ら
与
え
ら
れ
る
も
の
で
生

き
て
い
る
こ
と
」「
す
べ
て
の
も
の
が
つ
な
が

っ
て
い
る
こ
と
」
を
体
験
的
に
学
ぶ
場
を
た

く
さ
ん
作
る
と
よ
い
と
思
い
ま
す
。

　

た
と
え
ば
、
学
生
た
ち
を
授
業
で
植
樹
活

動
に
連
れ
て
い
き
、
森
の
保
水
力
や
治
水
力

な
ど
を
よ
く
説
明
し
な
が
ら
植
樹
を
体
験
し

て
も
ら
う
と
、
彼
ら
は
森
が
人
間
の
命
や
生

活
を
支
え
て
い
る
こ
と
を
体
感
的
に
理
解
し

ま
す
。
こ
う
し
た
体
験
が
大
事
な
の
で
す
。

お
お
く
ら　

一
方
で
、
循
環
共
生
型
社
会
を

実
現
す
る
ビ
ジ
ネ
ス
を
増
や
す
こ
と
も
大
切

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
や
は
り
ビ
ジ
ネ

ス
の
推
進
力
は
強
力
で
す
か
ら
。

ひ
ろ
し　

そ
の
と
お
り
で
す
。
企
業
経
営
者

た
ち
が
自
然
資
本
の
重
要
性
を
腹
の
底
か
ら

理
解
し
、
自
然
資
本
を
健
全
に
す
る
ビ
ジ
ネ

ス
モ
デ
ル
を
構
築
し
た
ら
、
状
況
は
大
き
く

改
善
す
る
と
思
い
ま
す
。

担 当 研 究 員より

「私たち人間が、今、
本当に力を発揮すべきことは、

なんだろう？」

　私は、「人間が、地球上のあらゆるい
のちと共創するために大切なことはな
んだろう？」と考えながら、地球コク
リ！を続けてきた。あるとき、「自然は
回り続けているのに、なぜ人間は経済
を “回す”というのだろう？」という友人
の発言にハッとした。人間以外のい
のちはつながりあっているのに、人間
だけがそこから外れてハーモニーに加
わらず、地球や他のいのちに悪影響を
及ぼしている。人間の本当のお役目は
なんなのだろうか？
　人間が「本領発揮」をするには、自分
たちが地球の仲間だったことを思い出
し、自然や地球とのつながりを取り戻
して同期する必要がある。あらゆるい
のちが仲間だと思えた時に、２次元と
思っていた世界が、３次元、４次元と感
じるような次元の変化が起こる。
　けいすけくんは、海辺での毎日の裸
足ワークを経て、呼吸が深くなったと
いう。昔はとにかく効率とコントロー
ルを重視するタイプで、何か揉め事や
トラブルがあると、すぐに火消ししてい
た。ところがいまは、「ジタバタしても
風はおさまらないから」と言って、自分
の力で無理になんとかしようとしなく
なった。自然や地球とのつながりを取
り戻し始めて、彼は大きく変わったの
だ。このような「OSの変化」が、持続
可能な地域を創る原動力となる。
 「道」の世界や八百万の神に代表される
日本の精神性には、これからの社会に
大切な、深淵な価値観が眠っている。
次の「日本の精神性を巡る旅」研究で
は、近代化で忘れられがちな宝物を再発
見し、地球に向けて発信していきたい。

じゃらんリサーチセンター
研究員
三田 愛
さんだ  あい

「コクリ！プロジェクト」創始者。人材育成・組
織開発を専門とし、集合的ひらめきにより社会
変容を起こす「コ・クリエーション（共創）」研究
者。官公庁での各種委員を歴任。米国CTI認
定コーチ。

私たちはいま、「日本の精神性を巡る旅」
の研究も進めている。テーマは日常の祈
り。自然に生かされている感覚、食べもの
への感謝、ものや道具への感謝。小さな
ものやディテールへのこだわり。人と神と
自然が相互に関係しあいながら存在して
いること。海外の人たちに向けて、こうし
た日本人のあり方や精神性を感じてもら
う旅をコーディネートしているのだ。この
旅では、ゲストと地域に気づきや変容を
もたらすことを狙い、日本と自国の違いや
今後の世界のあり方について、深い対話
を交わす時間を設けている。この旅の経
験は、帰国後も彼らの暮らしや仕事にポ
ジティブな影響をもたらすことがわかって
きている。さらに私たちは、日本人向けプ
ログラムの用意も進めている。日本人が
日本の精神性を取り戻すことも大切だか
らだ。いずれ成果を詳しく報告したい。

日本の精神性を巡る旅

15 June  2025
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本
誌
２
０
２
４
年
12
月
号
の「
観
光
×
Ａ

Ｉ
」特
集
で
も
ご
紹
介
し
た
通
り
、
Ａ
Ｉ

技
術
を
活
用
す
る
こ
と
は
、
こ
れ
か
ら
の

観
光
業
界
に
お
い
て
も
大
き
な
テ
ー
マ
の

一
つ
と
な
っ
て
い
る
。

　

旅
行
者
一
人
ひ
と
り
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ

せ
て
情
報
発
信
を
行
っ
た
り
、
日
々
の
業

務
を
効
率
化
し
た
り
、
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
に

基
づ
く
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略
を
立
案
し

た
り
…
…
。
Ａ
Ｉ
技
術
の
活
用
は
、
よ
り

効
率
的
な
観
光
地
経
営
を
実
現
す
る
可
能

性
が
あ
る
。
一
方
で
、
情
報
流
出
や
ハ
ル

シ
ネ
ー
シ
ョ
ン（
Ａ
Ｉ
が
事
実
で
な
い
情

報
を
も
っ
と
も
ら
し
く
答
え
て
し
ま
う
現

象
）
な
ど
の
リ
ス
ク
も
あ
る
こ
と
か
ら
、

Ａ
Ｉ
の
積
極
的
な
活
用
に
な
か
な
か
踏
み

切
れ
な
い
自
治
体
や
Ｄ
Ｍ
Ｏ
、
観
光
事
業

者
が
多
い
。
Ａ
Ｉ
自
体
が
優
れ
た
技
術
で

あ
る
こ
と
は
論
を
待
た
な
い
。
し
か
し
、

観
光
地
経
営
に
お
い
て
適
切
に
使
い
こ
な

す
た
め
の
知
識
や
ノ
ウ
ハ
ウ
、
先
行
事
例

が
十
分
に
蓄
積
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
も
ま

た
事
実
で
あ
る
。

　

本
特
集
で
は
、
観
光
庁
の「
観
光
D
X

に
お
け
る
生
成
A
I
の
適
切
か
つ
効
果
的

な
活
用
に
関
す
る
調
査
事
業
」
の
一
つ
と

し
て
２
０
２
４
年
秋
〜
２
０
２
５
年
春
に

実
施
し
た「
生
成
Ａ
Ｉ
活
用
に
よ
る
持
続

可
能
な
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
研
究
」
の
結

果
を
も
と
に
、
観
光
地
経
営
に
お
け
る
生

成
Ａ
Ｉ
活
用
の
知
見
を
紐
解
い
て
い
く
。

イラスト／畦原雄治

生成AIで回す！
観光戦略の「新・循環」

市場分析工数が1/15に!?

過去最速で1000万人を突破した訪日外国人客。
一方、観光業界では慢性的な人手不足が課題となっている。

本特集では、静岡県熱海市で実施した実証実験の結果をもとに
生成AIを活用した効率的で持続可能なインバウンド戦略を考察する。

「生成AI活用による持続可能なインバウンド観光研究」より



来訪する理由は
〇〇

ターゲットは
○○

キーメッセージ・
キービジュアルは〇〇

各言語で記載されている
熱海の記事やクチコミデータを抽出 マーケティング分析

熱海観光案内所で問い合わせが多い状況を分析

生成AIがインバウンドマーケティング分析〜情報整備をシームレスにサポート

多言語アウトプット

問い合わせが多い
内容は〇〇

特に対応⼯数がかかって
いることは〇〇

🅒AI多⾔語ツール🅐AIインバウンドマーケティングツール

HP、SNS掲載用に調整して
アウトプット

＋
AIチェックで品質向上

*QRコードは（株）デンソーウェーブの登録商標です。

観光案内所  問い合わせ対応
（QRコードリスト）
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生
成
Ａ
Ｉ
の
活
用
で 

小
さ
な
自
治
体
の
課
題
は 

解
決
で
き
る
!?

 

「
生
成
A
I
活
用
に
よ
る
持
続
可
能
な
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
研
究
」
の
フ
ィ
ー
ル
ド

と
な
っ
た
熱
海
市
は
、
日
本
を
代
表
す
る

温
泉
観
光
地
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
一

方
で
、
こ
れ
ま
で
国
内
旅
行
者
を
中
心
に

発
展
し
て
き
た
た
め
、
延
べ
宿
泊
客
数
全

体
に
占
め
る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
割
合
は
約

５
％
に
す
ぎ
な
い
。
今
後
、
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
に
注
力
し
て
い
く
こ
と
が
望
ま
れ
る
エ

リ
ア
で
も
あ
る
。

　

熱
海
市
の
よ
う
な
狭
域
エ
リ
ア
の
自
治

体
が
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
推
進
を
図
る
際
、
特

に
注
力
し
た
い
の
が「
旅
マ
エ
の
広
域
旅

程
に
入
る
き
っ
か
け
づ
く
り
」
と
、「
旅
ナ

カ
の
周
遊
促
進
と
満
足
度
の
向
上
」
だ
。

限
ら
れ
た
人
的
・
予
算
的
リ
ソ
ー
ス
で
こ

れ
ら
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
生
成
Ａ
Ｉ

の
活
用
に
よ
り
生
産
性
を
高
め
る
こ
と
が

一
つ
の
解
に
な
り
得
る
は
ず
だ
。

　

本
研
究
で
は
図
1
の
通
り
、
熱
海
市
の

課
題
を
洗
い
出
し
、
生
成
Ａ
Ｉ
を
活
用
し

た
課
題
解
決
の
仮
説
立
て
を
実
施
。
さ
ら

に
、
生
成
Ａ
Ｉ
を
用
い
た
３
つ
の
ユ
ー
ス

ケ
ー
ス
を
活
用
し
、
そ
の
効
果
を
細
か
に

検
証
し
た
。

　

次
頁
か
ら
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
取
り
組
み

の
詳
細
に
つ
い
て
ご
紹
介
す
る
。

︵
熱
海
に
⾏
く
理
由
︶

誘
客
起
因
情
報

︵
問
い
合
わ
せ
⼯
数
過
多
︶

受
け
⼊
れ
整
備

情
報

🅑AI分析支援

AI

AI

AI

🅐AIインバウンドマーケティングツール 🅑AI分析支援 🅒 AI多言語ツール

実施団体に 
おける課題

インバウンド旅行者の誘客実績が少ないため、実績
データから統合的に分析がしにくい。特にインバウ
ンド旅行者のリアルな声を把握しにくい。

インバウンド旅行者が旅ナカで問い合わせが多い
情報を把握しきれていない。

日本語観光情報をそのまま多言語にしてもニーズ
にマッチしにくく、機械翻訳では品質が不十分。タ
ッチポイントにあわせて情報整備できる人材や工
数も不足している。

課題解決の 
方向性

熱海に関する記事・クチコミデータ等と掛け合わせ
て分析することで、差別化ポイントやターゲット設
定をする。

旅ナカのニーズ（主に観光案内所で把握している
情報）を継続的に把握する。

品質高く多言語化し、タッチポイントにあわせた情
報調整を効率的に実行する。

ユースケース
内容

AIインバウンドマーケティングツールを活用して、マ
ーケティング方針策定に寄与する。

AIの分析支援で、受け入れ整備すべき情報を可視
化する。

AI多言語ツールで、自然で違和感がない多言語表
記にし、品質を磨き続けるサイクルをつくる。タッチ
ポイントにあわせて活用していく。

検
証
項
目

品質 マーケティング方針策定に寄与できる品質を担保
できるか。

受け入れ整備すべき情報を継続的に把握できる
か。

多言語結果が自然で違和感がない表現になるか。
多言語品質を磨き続けるサイクルはつくれるか。タ
ッチポイントにあわせて活用できるか。

生産性 分析工数は削減できるか。 分析工数は削減できるか。 翻訳工数は削減できるか。

観光戦略の「新・循環」

熱海市×じゃらんリサーチセンター

生成AIの活用でインバウンド推進の生産性向上を目指す
同プロジェクトの概要と仕組みをご紹介する。

「生成AI活用による持続可能な
インバウンド観光研究」とは

海清澈又
美麗到

The sea is so clear and
beautiful that

熱海
温泉

図1   生成AIによる課題解決方針と検証項目

HPなど



18

🅐AIインバウンド
マーケティングツール

ChatGPT4o/o1、Perplexityを
組み合わせて分析結果を提示す
るマーケティングツールを開発

対象市場における熱海の
差別化ポイント、ターゲッ
ト像、キーメッセージ・キー
ビジュアル案、 施策案の
結果を提⽰

観 光 の 現 場 か ら ❶

インバウンド後発の地域だからこそ
生成AIが大きな武器になる

台湾からの旅⾏者が熱海
市に来訪するヒントをオー
プンデータやクチコミや掲
載記事をベースに分析し
て結果を提⽰

自地域の名前（例：静岡県・熱海市）
対象市場（例：台湾）
競合エリア（例：箱根）を選択して
分析を開始する

　

膨
大
な
情
報
か
ら
必
要
な
も
の
を
探
し

出
し
、
瞬
時
に
要
約
で
き
る
の
が
生
成
Ａ

Ｉ
の
強
み
の
ひ
と
つ
と
い
え
る
。
そ
の
特

性
を
活
か
し
、
本
研
究
の
ユ
ー
ス
ケ
ー
ス

A
で
は
、「
Ａ
Ｉ
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
マ
ー
ケ
テ

ィ
ン
グ
ツ
ー
ル
」
を
開
発
し
、
熱
海
市
の

業
務
に
実
装
し
た
。

　

同
ツ
ー
ル
の
ポ
イ
ン
ト
の
ひ
と
つ
が
、

タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
す
る
市
場
の
ク
チ
コ
ミ
や

メ
デ
ィ
ア
掲
載
記
事
な
ど
の
定
性
デ
ー
タ

も
収
集
で
き
る
点
だ
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
、

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
旅
行
者
の
熱
海
市
へ
の
リ

ア
ル
な
評
価
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。　　

　

図
2
の
通
り
同
ツ
ー
ル
で
は
、
自
地
域

の
名
前
や
タ
ー
ゲ
ッ
ト
市
場
な
ど
を
入
力

す
る
と
、
来
日
特
徴
や
人
気
ス
ポ
ッ
ト
な

ど
、
現
状
把
握
に
必
要
な
情
報
が
出
力
さ

れ
る
。
さ
ら
に
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
像
や
、
キ

ー
メ
ッ
セ
ー
ジ
、
競
合
と
の
差
別
化
ポ
イ

ン
ト
、
コ
ン
テ
ン
ツ
造
成
案
な
ど
の
観
光

施
策
ア
イ
デ
ア
も
提
示
し
て
く
れ
る
。

　

同
ツ
ー
ル
の
レ
ポ
ー
ト
を
検
証
し
た
と

こ
ろ
、
台
湾
人
・
香
港
人
へ
の
定
量
調
査

の
分
析
と
ほ
ぼ
同
じ
結
果
に
。
さ
ら
に
訪

日
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
す
る
専
門
家

へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
で
も「
納
得
度
が
高
い
」

と
い
う
意
見
を
多
数
獲
得
し
た
。

　

通
常
の
業
務
で
同
等
の
分
析
を
行
う
と
、

作
業
工
数
は
お
よ
そ
２
０
７
時
間
。
同
ツ

ー
ル
を
活
用
す
る
と
14
時
間
と
な
り
、
マ

ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
工
数
が
約
15
分
の
１
に
圧

縮
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

AI

生成AIで回す！ 観光戦略の「新・循環」

「インバウンド戦略を立案する際、JNTOな
どのオープンデータだけに頼ると、どうし
ても画一的な戦略になってしまいがち。そ
の点、『AIインバウンドマーケティングツー
ル』は、各国のクチコミ評価などをもとに、
熱海市固有の魅力や、すでに成功を収め
ている地域との差別化ポイントなどを瞬
時に提示してくれます。つまり、地域のオリ
ジナリティを効率的に可視化することがで
きるのです。人的・予算的リソースに限りが
あり、経験の蓄積も少ない我々のような地
域にとって、このようなツールは非常にあり
がたい。全国にあるインバウンド後発地
が、それぞれの地域の魅力を打ち出すこと
ができれば、日本のインバウンド市場全体
の底上げにもつながると思います」

熱海市
観光建設部
部長　
立見修司さん

生成AIが各国のクチコミなどをリサーチ。
国ごとの特性や自地域の注目ポイントなどを踏まえ、
戦略レポートを作成するAIツールを開発した。

P17   図1  参照

図２  AIインバウンドマーケティングツール画面イメージ

AIインバウンド
マーケティングツール

🅐Use  Case
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温泉の入り方やイベント情報など、
観光案内所で問い合わせが多い
内容について、それぞれの回答を
リスト化し、英語版のウェブサイ
トに掲載。観光案内所にQRコー
ドのリストも設置することで、対
応業務の効率化が図られている。

観 光 の 現 場 か ら ❷

来訪者データがAIで月間レポートになり
現場のモチベーションもアップ！

⽣成AIがその情報を要約して、現状の傾向や変化について表⽰
（ChatGPT4oで分析）

　

観
光
案
内
所
な
ど
に
寄
せ
ら
れ
る
意
見

は
、「
旅
ナ
カ
」
に
お
け
る
旅
行
者
の
リ
ア

ル
な
ニ
ー
ズ
が
詰
ま
っ
た「
宝
の
山
」。
し

か
し
、
業
務
記
録
の
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
が
人

に
よ
っ
て
バ
ラ
バ
ラ
だ
っ
た
り
、
集
計
に

膨
大
な
時
間
を
要
し
た
り
…
…
。
観
光
案

内
所
に
集
ま
っ
た
情
報
の
分
析
は
負
担
が

大
き
く
、
頻
度
高
く
継
続
的
に
行
う
の
が

難
し
い
ケ
ー
ス
も
多
い
だ
ろ
う
。

　

そ
ん
な
課
題
を
解
決
し
よ
う
と
試
み
た

の
が
、
ユ
ー
ス
ケ
ー
ス
B
の「
Ａ
Ｉ
分
析

支
援
」。
生
成
Ａ
Ｉ
に
、
観
光
案
内
所
の

来
場
者
記
録
や
問
い
合
わ
せ
内
容
を
読
み

込
ま
せ
て
分
析
す
る
こ
と
で
、
現
状
の
把

握
や
過
去
と
の
比
較
に
役
立
て
る
こ
と
が

目
的
と
な
っ
て
い
る
。

 

「
Ｃ
ｈ
ａ
ｔ
Ｇ
Ｐ
T
４
o
」を
使
っ
た
分
析

支
援
の
利
点
の
ひ
と
つ
は
、
メ
ー
ル
で
送

信
さ
れ
る
箇
条
書
き
の
文
章
や
エ
ク
セ
ル

の
数
値
な
ど
、
異
な
る
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
の

デ
ー
タ
で
も
一
括
し
て
要
約
が
で
き
る
こ

と
に
あ
る
。

　

通
常
の
業
務
で
同
様
の
分
析
を
行
う
と
、

１
枚
あ
た
り
90
分
ほ
ど
か
か
る
が
、「
Ａ
Ｉ

分
析
支
援
」
で
は
20
分
。
大
幅
な
生
産
性

の
向
上
が
見
込
め
る
た
め
、
分
析
結
果
を

頻
度
高
く
地
域
に
共
有
す
る
こ
と
も
可
能

と
な
る
だ
ろ
う
。

　

生
成
Ａ
Ｉ
を
使
っ
た
分
析
支
援
で
大
切

な
の
は
、
適
切
な
プ
ロ
ン
プ
ト
で
指
示
を

与
え
る
こ
と
。
具
体
例
を
P 

22
に
記
載
し

て
い
る
の
で
、
ぜ
ひ
参
考
に
し
て
ほ
し
い
。

🅑AI分析支援

観光案内所での
来場者の傾向や
問い合わせが多い内容を
まとめて読み込ませる

AI

「数年前から外国人旅行者の来訪データを
記録し、半年〜1年に1回程度の頻度でまと
めていました。『AI分析支援』で驚いたの
は、そのスピード感です。来訪者データを
共有すると、分析結果がすぐに作成される
ので、現在は月間レポートとして関係者に
共有できています。日々の業務が熱海のイ
ンバウンド推進に貢献していることを、あら
ためて実感できるのが嬉しいですね。最近
は来訪者データを記録することが、以前よ
りもさらに楽しくなっています」

熱海
観光案内所 
所長　
京増尚美さん

図3  観光案内所の来訪データを
       AIで分析・要約したアウトプットイメージ

P17   図1  参照

AI分析支援
OPEN AI社の生成AI「ChatGPT４o」を使い、
観光案内所に寄せられる旅行者の声を分析。
日々の業務レポートが、地域の共有財産になる!?

🅑Use  Case



　

本
研
究
で
は
、
ガ
イ
ド
経
験
を
持
つ
ネ

イ
テ
ィ
ブ
の
方（
英
語
圏
・
繁
体
字
圏
）
の

協
力
の
も
と
、
3
つ
の
Ａ
Ｉ
翻
訳
ツ
ー
ル

の
品
質
を
５
段
階
で
評
価
。
そ
の
結
果
を

も
と
に
ツ
ー
ル
を
選
定
し
た（
表
１
）。

 

「
Ａ
Ｉ
多
言
語
ツ
ー
ル
」
の
活
用
で
浮
き

彫
り
と
な
っ
た
の
は
、
プ
ロ
ン
プ
ト
の
指

示
に
よ
っ
て
文
章
の
ト
ー
ン
や
精
度
が
大

き
く
変
わ
る
こ
と
だ
。
例
え
ば
、「
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
で
説
明
す
る
よ
う
に
簡
潔
に
し
て

く
だ
さ
い
」
と
指
示
す
る
と
、
や
や
硬
い

表
現
に
な
り
や
す
い
が
、
英
語
で
は「
カ

ジ
ュ
ア
ル
な
ト
ー
ン
で
」、
繁
体
字
で
は

「
Ｐ
Ｒ
と
し
て
伝
え
て
く
だ
さ
い
」
な
ど
出

力
言
語
に
合
わ
せ
た
指
示
を
加
え
る
こ
と

で
、
よ
り
自
然
な
文
章
に
な
る
の
だ
。
同

時
に
、
プ
ロ
ン
プ
ト
を
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ

プ
す
る
こ
と
で
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
や
Ｓ
Ｎ

Ｓ
な
ど
に
最
適
化
し
た
多
言
語
文
章
の
作

成
が
可
能
な
こ
と
も
わ
か
っ
た
。

　

翻
訳
依
頼
し
た
場
合
と「
Ａ
Ｉ
多
言
語

ツ
ー
ル
」
を
活
用
し
た
場
合
を
比
較
す
る

と
、
前
者
は
２
７
０
分
、
後
者
は
22
分
と

約
12
分
の
１
に
工
数
を
短
縮
で
き
た
。
現

在
は
、
Ａ
Ｉ
が
生
成
し
た
多
言
語
情
報
を
、

Ａ
Ｉ
で
ダ
ブ
ル
チ
ェ
ッ
ク
す
る
仕
組
み
の

構
築
な
ど
も
進
め
て
い
る
。
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英語多言語パターン

誤
訳
は
な
い
か

流
暢
な
文
章
か

矛
盾
は
な
い
か

対
象
市
場
で
文
化
表
現
や
文
脈
に

違
和
感
は
な
い
か

W
E
B
サ
イ
ト
に
掲
載
す
る
前
提
で
、人
が
記
載

し
て
い
る
よ
う
な
文
章
に
仕
上
が
っ
て
い
る
か

機械翻訳システム（n=12） 3.7 3.3 4.3 4.2 2.9

ChatGPT4o 
ローカライズ翻訳（n=16） 4.6 4.3 5.0 4.9 4.0

ChatGPT4o 
多言語文章新規作成（n=9） 5.0 4.2 5.0 5.0 3.9

繁体字多言語パターン

機械翻訳システム（n=11） 4.3 3.9 4.1 4.1 3.0

ChatGPT4o
ローカライズ翻訳（n=19） 4.8 4.8 4.8 4.7 4.4

ChatGPT4o
多言語文章新規作成（n=9） 5.0 5.0 5.0 5.0 4.0

観 光 の 現 場 か ら ❸

多言語情報発信は難しくない！
フォロワー層にも変化が表れました

プロンプト例
●あなたは〇〇のInstagram運用担当者です。日本語の投稿文を参考にして英語、繁体字で
　70文字ずつ投稿文を作ってください。
●必ずハッシュタグに含めるものの下に、英語3つと繁体字3つを追加して並べてください。
●順番は、日本語の投稿文、英語の投稿文、繁体字の投稿文、ハッシュタグの順番で出してください。

生成AIで回す！ 観光戦略の「新・循環」

代表的な３種類のAI翻訳ツールを細かに比較し、
より自然な情報発信を行える翻訳ツールを選定。
プロンプトを磨き上げながら、情報整備に活用する。

P17   図1  参照

AI多言語ツール

🅒 Use  Case

「インスタグラムでは、日本語で投稿内容を
作成し、『AI多言語ツール』に下記のプロン
プトを指示すると瞬時に英語と繁体字に
翻訳してくれるので、とても簡単。スピーデ
ィーに旬の情報を伝えることができていま
す。ときどき『この翻訳であっているのか
な？』と感じることがあるので、その際は生
成AIを使ってダブルチェックしています。
多言語情報発信を始めてから、インスタグ
ラムのフォロワーに、台湾や香港など繁体
字圏の方が増えてきたと感じています」

熱海市
観光協会
サイト・SNS運用担当
深田真弓さん

表1  ネイティブチェックによる
        多言語品質観点での5段階評価平均点
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も
ち
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ん
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は
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ル
シ
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ー
シ
ョ

ン
な
ど
の
課
題
が
あ
り
、
常
に
最
適
解
だ

け
を
生
成
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
今
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ど
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だ
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活用ツール 主な業務内容 AIを
使わない工数

AIを
使う工数 削減分

🅐AIインバウンド
　マーケティング
　ツール活用

市場別の特徴分析、熱海市のクチコミ
や掲載記事の内容確認、オープンデー
タと掛け合わせて22市場比較分析、
ターゲットや訴求コンセプト設定、市
場優先順位付け、施策案だし

207時間 14時間

🅑AI分析支援 観光案内所の記録データやメモを読
み込み、傾向や施策案だし 90分 20分

🅒AI多言語ツール 地域情報収集、多言語にしてダブルチ
ェック、HPやSNS用にあわせて整形 270分 22分

21 June  2025

観 光 の 現 場 か ら ❹

AIツールの活用による
新たな循環に期待しています

約15分の1

約4分の1

約12分の1

生成AIの活用で、業務の生産性が大幅に向上。
プロジェクトメンバーのAIに対する意識も変化した。
今後は、さらなるブラッシュアップを続ける予定だ。

総論

「『AIインバウンドマーケティングツール』をもとに方針策定を行い、
『AI多言語ツール』で、ターゲット市場に向けた適切な情報を届ける。
さらに、来訪者のニーズや熱海の課題を『AI分析支援』によって見え
る化し、地域に共有。次なる方針策定や情報発信、課題解決に活か
す……。そのような新たな循環が生まれると、知見も蓄積され、地
域全体としてレベルアップしていけると考えています」

生成AIを活用したインバウンド情報発信の循環全体像

熱海市
観光建設部
部長　
立見修司さん

AI

🅐Use  Case 🅑 🅒 

AI多言語ツール
○多言語変換

○多言語品質チェック

市役所・DMO
○熱海市への宿泊数／来訪数の推移・消費額
○観光案内所の来訪者情報／問い合わせ項目

○プロモーション進捗と効果
などKGI・KPI関連指標を取りまとめたダッシュボード

AIインバウンドマーケティングツール
○熱海市への来訪理由

○インバウンド旅行者ターゲット像
○キーメッセージとキービジュアル

  AI分析支援 

宿泊施設
パンフレット＋QRコード

観光案内所
パンフレット＋QRコード

生産性向上

観光協会
Instagram

atami_kankou

観光協会
あたみニュース

（WEBサイト/
毎日情報更新）

ネット（旅マエ・旅ナカ） リアル（旅ナカ）

連動

連動観光協会
多言語

ハッシュタグ追加

国
内

イ
ン
バ
ウ
ン
ド

ダッシュボード

AIChat

旅行者が求めている
旅行情報の整理と示唆だし

リーチアップ

多言語対応

旅行者が求めている
生の情報提供

観光協会・DMO
多言語WEBサイト
写真ライブラリー

表2  生成AIを活用することでの削減工数試算

AI
AI

図4

AI
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生成AIで回す！ 観光戦略の「新・循環」

「生成AI活用による持続可能なインバウンド観光研究」ではインバウンド推進を加速させる
さまざまなヒントを発見した。ここからは、全国の観光地域（特に狭域エリアの自治体やDMO）が

今、取り組むべき４つのアクションをご紹介したい。

活用シーン プロンプト文例
自地域に関する
情報を集める

（例：アメリカ）

あなたは熱海市のインバウンドマーケティング担当
者です。市場別にインバウンド戦略検討する材料を
探しています。アメリカ人が訪日旅行を計画する際に

「どんなキーワードでGoogle検索するか」を現地の
言葉で書いてください。その言葉で検索して、熱海に
関する記事があればURLとあわせて教えてください。

あなたは熱海市のインバウンドマーケティング担当
者です。市場別にインバウンド戦略検討するため、ア
メリカ人が訪日旅行中に書いた熱海に関するクチコ
ミを探しています。英語で書かれた具体的な内容と
URL、日本語要約をあわせて教えてください。

旅ナカの
複数情報を
分析する

あなたは熱海市のインバウンドマーケティング担当
者です。熱海市の観光案内所に訪れた外国人の傾
向を#にまとめています。どのような国籍の人がどう
推移していて、どんな問い合わせや目的地が多いか、
その他気づいた点や変化も含めてわかりやすくまと
めてください。
#観光案内所市場別来客数（グラフいれる）
#観光案内所の問い合わせ内容データ
 （グラフいれる）
#観光案内所の目的別データ（グラフいれる）
#観光案内所のメモ（メモ文章いれる）

研究結果から見えてきた
地域が「今」取るべきアクション

プロンプト例を参考に
まずは生成AIを使ってみる

AIは物事の“装飾”が得意
だからこそ骨格を見極める

　日進月歩の勢いで進化するAI技術。その流れに乗り遅れないため
にも、まずは生成AIを使ってみて、その特性や便利さなどを実感して
みることが大切だろう。
　例えば下記のプロンプト例は、今回のプロジェクトで使用したもの
だ。このプロンプトをアレンジして「ChatGPT」やマイクロソフト社の
AIアシスタント「Copilot」などに入力するだけで、瞬時にある程度精
度の高い回答が生成されるはずだ。
　もちろん、インバウンド推進業務以外にも生成AIが役立つシーンは
多い。「〇〇について調べて」「このニュースを簡潔に要約して」など、
日々の業務でも良きアシスタントとして活躍してくれる。何事も習うよ
り、慣れろ。まずは気軽に試すところから始めてほしい。

　今回の研究を通じて印象的だった言葉があ
る。それが「AIは “装飾” が得意。だからこそ、
骨格を見極めることが大切」という、熱海市役
所・立見さんのひと言だ。たしかにAIは驚くほ
どのスピードで情報を収集・整理し、文章を生
成できる。また、グラフの作成や見栄えのよい
プレゼン資料の作成もお手の物だ。ただし、生
成AIを適切に使いこなすためには、目標を見定
め、全体を設計し、マネジメントしていくことが
必要。つまり、人間によるプロジェクトの骨格づ
くりこそが、すべての土台になるのだ。

AI観光
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AIは魔法じゃない
役割を見極めて、人だから導ける
観光の未来をつくっていこう

　AIは便利なツールであり、観光業界でも注
目を集めているが、まだ万能な魔法の杖では
ない。実証実験を通じて明らかになったの
は、まず業務フローを可視化し、どのデータ
を誰が分析し、どのように関係者へ共有して
いるかを整理する必要があるという点であ
る。何をAIに任せ、何を人間が担うのか、その
境界をはっきりさせてこそ真の効果が得られ
る。AIが得意とするのは、大量のデータ処理
やパターンの分析といったルーティン作業で
ある。一方、人間が担うべきは、目的を明確に
し、具体的な要件を設定し、複数のステーク
ホルダーとの合意形成を行うなど、俯瞰的な
視点を要する工程である。AIが示すプランを
最終的に判断し、旅行者の期待を超える付
加価値を創造するのは、人間の豊かな発想力
と地域の未来を切り拓こうとするビジョンに
ほかならない。
　また、個人情報や地域のデータを扱う場合
には、プライバシー保護やセキュリティ対策も
欠かせない。こうしたリスク管理を踏まえな
がら、最初から大規模に導入するのではなく、
小さなトライアルを重ねてノウハウを蓄積し、
現場のチームや関係者との相互理解を深め
ることが重要なポイントになる。実際に運用
する中で課題や新たな可能性を見つけ出し、
必要に応じて修正を加える柔軟性も大切だ。
AIがルーティンを肩代わりすることで、人はよ
り創造的かつ戦略的な業務に専念できる。
そうしてこそ、観光地ならではの魅力を新た
に発見し、ほかでは味わえない体験を提供す
る余地も広がる。『人間の専門性やホスピタ
リティとAIの分析力が融合する』この共創体
制こそが、観光業界の明日を切り拓く鍵とな
っていく。そして、今後も進化を続けるAIと、
人間の知恵と情熱が互いに補完し合うこと
で、地域を彩る観光の未来はさらに豊かにな
っていくだろう。私たち一人ひとりがAIを活用
しながら、トライ＆エラーを繰り返すチャレン
ジ精神が大きく寄与するはずだ。

じゃらんリサーチセンター
研究員
松本百加里
まつもと ゆかり

本研究や「地図で読み解くイ
ンバウンド地方分散研究」な
ど、インバウンドやDXに関す
る研究を担当。上級WEB解
析士。

担当研究員より

生成AI活用のリスクについて
きちんと把握したうえで活用する

生成AIを活用した
自地域の「新・循環」を考える

　ハルシネーションによる誤った情報発信やデータ流出などのリスクから、生
成AIの活用に二の足を踏んでいる自治体やDMOもあるだろう。
　もちろん、これらのリスクへの対策は必要不可欠だが、現在はAIにデータを
学習させない設定なども可能だ。さらに、データ保護とカスタマイズ性を両立
したビジネス向けプランなどの選択肢も増えてきている。
　観光庁が今年2月に発表した『観光地･観光産業の生成AIの適切な活用に
向けて』では、個人情報保護、著作権保護、ハルシネーション、バイアスなどの
観点からの対策がまとめられている。適切な活用に向けたチェックリストなど
も記載されているので確認しておこう。

　インバウンドに限らず、観光というマーケットは常に変化している。AI技術を
活用すれば、旅行者のニーズをタイムリーに捉え、それに合わせた情報整備を
瞬時に行うことができる。そのようなAIの特性を最大限に活かすためには、旅
行者のニーズを捉える→情報発信する→課題を整理→改善する→旅行者のニ
ーズを捉える……。生成AIを組み込むことで、これまでにない持続可能なサイ
クルを作っていくことが大切だ。
　P21図４では熱海市の例を紹介しているが、循環の形は地域によっても異な
る。自地域にどのような “新・循環”が生まれ得るのか。その点を設計すること
も、生成AIを活用したインバウンド戦略策定の大きなポイントとなるだろう。



10年後の旅人10年後の旅人10年後の旅人

市場の変化に対応するには、現在だけでなく将来の旅行者像もイメージしておく必要がある。
そこでJRCでも、Z世代の次に来る「α世代」研究に着手。その最初の成果をご報告したい。
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産業能率⼤学経営学部
同⼤学院総合マネジメント
研究科教授
株式会社ブランドエンジニアリング
代表取締役
⼩ ⾺々 敦さん
広告会社のマーケティング
プランナー、イベントプロデ
ューサー、米国の経営コンサ
ルタント会社代表を経て現
職。α世代についてもさまざ
まな調査・研究を行っている。
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。
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Part1
先行研究より

   世代   世代のの感性感性をを探る探るα
AIネイティブ、

タイパ、
“好き”の模索

図1  一般的な世代の定義と親子関係

65歳60歳50歳40歳30歳20歳10歳
10年後（2035年）の年齢

2010～
2024年生まれ
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図2  α世代の背景
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わ
り
は
な
く
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
＝
自
分
の
好
き
な

情
報
が
あ
り
、
共
感
や
つ
な
が
り
を
感
じ

ら
れ
る
心
地
い
い
居
場
所
と
捉
え
て
い
る
。

ア
カ
ウ
ン
ト
を
作
ら
ず「
見
る
専
」
で
利

用
し
た
り
、
投
稿
す
る
場
合
も
自
分
の
顔

を
出
さ
な
い
傾
向
は
、
リ
テ
ラ
シ
ー
教
育

の
浸
透
で
危
険
性
を
知
っ
て
い
る
か
ら
と

考
え
ら
れ
る
。

③
リ
ア
ル
と
バ
ー
チ
ャ
ル
の
境
目
が
な
い

　

オ
ン
ラ
イ
ン
ゲ
ー
ム
が
生
活
の
一
部
と

な
っ
て
い
て
、
リ
ア
ル
の
友
人
と
オ
ン
ラ

イ
ン
で
遊
ぶ
な
ど
境
目
が
な
い
。

④
ク
リ
エ
ー
タ
ー
気
質

　

３
Ｄ
ゲ
ー
ム『
マ
イ
ン
ク
ラ
フ
ト
』
の

よ
う
に
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
活
か
し
て
モ
ノ

を
作
る
こ
と
に
慣
れ
て
い
る
。
ア
イ
デ
ア

の
解
像
度
も
高
い
。

⑤「
好
き
」が
多
い

　

情
報
を
探
し
に
行
か
な
く
て
も「
流
れ

て
く
る
」Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
影
響
で
、何
か
を「
好

き
」
と
感
じ
る
機
会
が
多
い
。
そ
れ
ら
の

「
好
き
」
を
コ
ラ
ー
ジ
ュ
的
に
並
べ
る
こ

と
が
あ
る
種
の
自
己
紹
介
と
な
っ
て
い
る
。

⑥
タ
イ
パ
志
向

　

多
く
の「
好
き
」
を
並
行
し
て
追
う
た

め
行
動
は
マ
ル
チ
タ
ス
ク
化
。
好
き
＝
や

り
た
い
こ
と
が
多
く
、
一
つ
の
こ
と
に
時

間
を
か
け
た
く
な
い
た
め
、
タ
イ
パ（
タ

イ
ム
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
）
が
前
提
と
な
る
。

⑦
答
え
あ
り
き
で
考
え
る

　

タ
イ
パ
志
向
の
高
さ
か
ら
、
一
つ
の
こ

と
に
手
間
を
か
け
ず
、
答
え
が
出
な
い
と

す
ぐ
次
に
移
る
傾
向
が
あ
る
。
コ
ン
テ
ン

ツ
に
つ
い
て
も「
ネ
タ
バ
レ
」
を
い
と
わ

ず
、
結
果
を
知
っ
た
上
で「
答
え
合
わ
せ
」

的
に
見
る
こ
と
を
楽
し
む
。「
知
ら
な
い
こ

と
を
知
る
ワ
ク
ワ
ク
感
」よ
り「
知
っ
て
い

る
こ
と
を
真
似
る
」
の
が
楽
し
い
傾
向
。

⑧「
個
性
」に
こ
だ
わ
ら
な
い

　

違
い
を
尊
重
す
る
教
育
の
影
響
か
、「
み

ん
な
違
っ
て
み
ん
な
よ
い
」
と
考
え
て
い

て
、
自
ら
の
個
性
の
ア
ピ
ー
ル
に
も
興
味

が
な
い
。
む
し
ろ
表
に
出
し
た
が
ら
な
い
。

⑨
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
意
識
が
高
い

　

小
学
校
入
学
時
か
ら
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
教
育
が

浸
透
し
て
い
る
た
め
、
環
境
や
社
会
問
題

へ
の
意
識
が
高
い
。
Ｚ
世
代
が「
楽
し
い
」

「
便
利
」
を
求
め
る
の
と
比
較
し
て
、
よ
り

「
安
心
」「
安
全
」
を
重
視
す
る
。

⑩
メ
タ
認
知
力
が
高
い

　

Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
オ
ン
ラ
イ
ン
ゲ
ー
ム
を
通
じ
、

「
一
歩
引
い
て
見
る
」
メ
タ
認
知
に
長
け

て
い
る
。
こ
の
た
め
、
企
業
の
売
ら
ん
か

な
精
神
＝
メ
タ
認
知
力
の
低
さ
に
厳
し
い
。

何
か
を
選
ぶ
際
に
も
、
提
供
元
の
普
段
の

姿
勢
で
判
断
す
る
傾
向
が
あ
る
。

　

こ
う
し
て
見
る
と
、
Ａ
Ｉ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に

親
し
み
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
教
育
の
も
と
で
育
っ

て
き
た
α
世
代
の
背
景
が
実
感
で
き
る
。

P
a
r
t
２
・
３
の
内
容
に
つ
い
て
も
、
こ

れ
ら
の
ポ
イ
ン
ト
を
意
識
し
な
が
ら
見
て

い
く
こ
と
が
発
見
に
つ
な
が
る
は
ず
だ
。

デ
プ
ス
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で

定
性
的
に
α
世
代
を
捉
え
る

　

本
調
査
は
、
全
国
の
中
学
２
・
３
年
生

の
男
女
８
名
を
対
象
に
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ア

ー
が
１
対
１
で
話
を
聞
い
て
い
く
形
で
実

施
。
一
部
の
質
問
に
つ
い
て
は
親
に
も
回

答
を
求
め
て
い
る
が
、
基
本
的
に
は
α
世

代
の
子
ど
も
本
人
に
回
答
し
て
も
ら
っ
た
。

　

主
な
質
問
項
目
は
左
記
の
通
り
。
旅
行

に
つ
い
て
は
過
去
の
旅
行
経
験
や
そ
の
印

象
、
今
後
行
っ
て
み
た
い
旅
先
な
ど
を
聞

く
こ
と
で
α
世
代
が
旅
に
求
め
る
も
の
を

探
っ
た
。
さ
ら
に
旅
行
に
つ
な
が
る
価
値

観
や
情
報
取
得
行
動
に
つ
い
て
広
く
捉
え

る
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
テ
ー
マ
で
話
を
深

掘
り
し
て
い
る
。
特
に「
日
ご
ろ
の
生
活

と
価
値
観
」
に
つ
い
て
は
、
普
段
の
１
日

の
過
ご
し
方
の
中
で
ス
マ
ホ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の

利
用
状
況
を
詳
し
く
聞
き
、
そ
の
中
で
大

切
に
し
て
い
る
時
間
や
そ
の
理
由
な
ど
も

確
認
し
た
。「
友
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
」「
家
族
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
」
に
つ
い
て
は
、
何
を
し
て
過
ご
し

て
い
る
か
、
出
か
け
る
場
合
は
ど
ん
な
場

所
に
出
か
け
て
い
る
か
、
行
き
先
、
そ
の

他
物
事
を
決
め
る
際
に
ど
う
し
て
い
る
か

等
も
細
か
く
聞
い
て
い
る
。

調査概要
調査名 α世代ライフスタイル調査
調査目的 □α世代の旅行に関する情報取

得行為全般について、ヒアリン
グ調査を実施

□10年後の未来予測をし、仮説
を立てた上で、マーケティング
施策に落とし込む

調査方法 オンラインデプスインタビュー、
対面デプスインタビュー（両親の
いずれかが同席）

調査地域 □オンライン：全国
□対面：東京圏（東京23区、横

浜市、川崎市、相模原市、千葉
市、さいたま市）／大阪圏（大阪
市、堺市、京都市、神戸市）

調査対象 中学2～3年男女8名とその親

質問内容
□興味・関心事
□自分自身の性格
□日ごろの生活と価値観
□友人とのコミュニケーション
□家族とのコミュニケーション
□将来ビジョン
□旅行について
□親目線の旅行について（回答者は親）

旅
は
好
き
だ
が
面
倒
な
気
持
ち
も
？

人
が
決
め
た
行
き
先
に
も
抵
抗
は
薄
い

「
α
世
代
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
調
査
」よ
り

10
年
後
の
旅
行
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
つ
い
て
考
え
る
た
め
、

Ｊ
Ｒ
Ｃ
で
も
調
査
を
実
施
。
旅
や「
お
で
か
け
」を
中
心
に

α
世
代
の
感
じ
方
や
情
報
取
得
行
動
に
つ
い
て
探
っ
た
。
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定性調査より
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対
面
と
オ
ン
ラ
イ
ン
を
行
き
来
し

「
お
す
す
め
」に
素
直
に
従
う

　

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
か
ら
得
ら
れ
た
特
徴
的

な
ポ
イ
ン
ト
に
は
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ

っ
た
。

物
事
へ
の
関
心
度

　

全
体
に
イ
ン
ド
ア
志
向
が
高
く
積
極
的

に
出
か
け
る
人
は
少
数
派
。
趣
味
は「
ゲ

ー
ム
」
と
の
回
答
が
多
く
、
普
段
の
過
ご

し
方
で
も
８
人
中
７
人
が「
ゲ
ー
ム
」
を

挙
げ
て
い
る
。
新
し
い
物
事
に
つ
い
て
は

幅
広
い
こ
と
に
興
味
を
持
つ
人
と
、
特
定

分
野
へ
の
興
味
が
強
く
他
の
こ
と
に
関
心

が
な
い
人
に
分
か
れ
た
が
、
親
の
年
収
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
に
触
れ
る
機
会
の
大

小
に
も
影
響
さ
れ
て
い
そ
う
だ
。

Ｓ
Ｎ
Ｓ

　

利
用
し
て
い
る
Ｓ
Ｎ
Ｓ
は
、
L
I
N
E
、

I
n
s
t
a
g
r
a
m
、
T
i
k
T
o
k
、

B
e
R
e
a
l
、
X
、
Y
o
u
Ｔ
u
b
e
と

さ
ま
ざ
ま
。
I
n
s
t
a
g
r
a
m
は
８
人

中
７
人
が
ア
カ
ウ
ン
ト
を
開
設
済
み
。
始

め
た
理
由
は「
友
人
の
誘
い
」が
多
く
、友

人
の
投
稿
を
見
る
な
ど
自
分
か
ら
発
信
は

せ
ず
見
る
だ
け（
い
わ
ゆ
る「
見
る
専
」）

の
運
用
も
見
ら
れ
た
。
友
人
と
の
交
流
用

の
ア
カ
ウ
ン
ト
と
情
報
を
見
る
た
め
の
ア

カ
ウ
ン
ト
を
分
け
て
い
る
人
も
複
数
い
た
。

友
達
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

　

友
人
と
は
ゲ
ー
ム
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
常
に
や

り
取
り
を
し
て
い
て
、
平
日
家
で
ゲ
ー
ム

を
す
る
と
き
も
多
く
は
友
達
と
オ
ン
ラ
イ

ン
で
一
緒
に
遊
ん
で
い
る
。
一
方
で
、
友

達
の
家
な
ど
特
定
の
場
所
に
集
ま
っ
て
ゲ

ー
ム
を
す
る
ケ
ー
ス
も
複
数
あ
り
、
オ
ン

ラ
イ
ン
で
つ
な
が
り
な
が
ら
対
面
で
の
交

流
も
行
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
リ

ア
ル
な
友
人
と
は
週
末
な
ど
に
遊
び
に
出

か
け
る
人
も
い
る
が
、
行
き
先
に
つ
い
て

の
こ
だ
わ
り
は
少
な
く
、
誘
わ
れ
る
ま
ま

に
出
か
け
る
と
い
う
声
も
。
オ
ン
ラ
イ
ン

だ
け
の
友
人
と
会
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
は
少

な
く
、
リ
ア
ル
な
交
流
あ
っ
て
こ
そ
の
オ

ン
ラ
イ
ン
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う

印
象
が
強
い
。

旅
行
へ
の
関
心
度

　

旅
行
に
つ
い
て
は
８
人
中
６
人
が
明
確

に「
好
き
」
と
発
言
。
そ
の
他
も「
行
く
ま

で
が
面
倒
」「
旅
行
先
で
ス
マ
ホ
を
見
て

い
る
」
と
言
う
も
の
の「
嫌
い
で
は
な
い
」

「
楽
し
い
」
と
答
え
て
い
る
。
楽
し
い
理
由

は「
行
き
た
い
場
所
」
や「
有
名
な
場
所
」

に
行
け
る
こ
と
。
行
き
た
い
場
所
に
つ
い

て
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
流
れ
て
き
て
知
っ
た
場
所

や
、
ア
イ
ド
ル
や
ア
ニ
メ
な
ど
の
推
し
活

が
起
点
に
な
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
も
あ
っ
た
。

家
族
で
旅
行
を
決
め
る
際
に
は
、
積
極
的

に
行
き
先
を
提
案
す
る
人
も
い
る
が
、
親

が
決
め
た
行
き
先
に
従
う
人
も
。
た
だ
し
、

親
に
従
う
場
合
で
も
そ
れ
を
ネ
ガ
テ
ィ
ブ

に
は
捉
え
ず
、
十
分
に
楽
し
ん
で
い
る
様

子
も
見
ら
れ
た
。

　

全
体
な
傾
向
は
P
a
r
t
１
で
見
た
の

と
似
て
い
る
が
、
外
出
や
旅
行
に
つ
い
て

は
積
極
的
に
行
き
た
い
場
所
で
な
く
て
も

そ
れ
な
り
に
楽
し
ん
で
い
る
様
子
が
興
味

深
い
。
S
N
S
で
、
次
の
コ
ン
テ
ン
ツ
が

自
動
的
に
提
示
さ
れ
る
環
境
で
の
消
費
行

動
か
ら
、「
自
分
で
積
極
的
に
選
択
す
る
」

よ
り
、「
提
示
さ
れ
た
中
か
ら
選
ぶ
」「
共

感
で
選
択
す
る
」
こ
と
に
慣
れ
て
い
る
と

も
考
え
ら
れ
そ
う
だ
。
実
際
の
特
徴
的
な

回
答
と
そ
の
分
析
に
つ
い
て
は
左
の「
注

目
コ
メ
ン
ト
」
も
参
考
に
し
て
い
た
だ
き

た
い
。

　

な
お
、
回
答
に
は
家
庭
環
境（
親
の
年

収
な
ど
）
や
本
人
の
成
長
度
合
い
の
影
響

も
な
い
わ
け
で
は
な
い
が
、
過
去
の
若
年

層
研
究
か
ら
も
、
基
本
的
な
価
値
観
は
大

人
に
な
っ
て
も
変
わ
ら
な
い
こ
と
が
多
い
。

今
回
の
結
果
も
、
大
き
な
意
味
で
は「
α

世
代
」
な
ら
で
は
の
変
化
と
捉
え
て
よ
い

だ
ろ
う
。

旅行について
注目コメント

自分が行きたいところを調べるこ
とが多く、両親から持ちかけられ
るよりも自分から行き先を提案す
ることが多い

中2女子／地方

この中学生に限らず、家族旅行については
行きたい場所を提案する人が多数。「好き」
を大事にしたい気持ちの表れと言えそうだ。

（行き先は）母が決定し、伝えられ
ることが多い。その場所が意外と
楽しいことも多く、母に任せてつい
ていくだけでも十分。自分で決め
たいとは特に思っていない

中3男子／地方

自ら意見を出さない＝ネガティブではなく、
SNSの「おすすめ」同様素直に受け止め、楽
しんでいる様子が窺える。

フランス、ポルトガル。エッフェ
ル塔や空港のロナウドの銅像を
見てみたい（YouTubeやネット、
TikTokで情報を知った）

中2男子／東京

見ていると次々関連動画が流れてくるSNS
はα世代の情報収集の常識。そうして「ネ
ットで見たもの」を「実際に確かめに行く」
という旅の動機も珍しくない。

友達とのコミュニケーション
注目コメント

自分が意見を出すことが多く、多
数決で決定

中3女子／地方

遊び場所の決め方についてのコメント。自
分の「好き」は大事にしながらも「個」を前
面に出さないのはα世代の特徴の一つだ。

（出かける際は）特に目的はなく（中
略）自分から提案することはない。
言われた場所についていくのみ

中2男子／大阪

自分の意見に人を巻き込むこともできるが、
あえてしていない。友人の誘いに「ついてい
く」ことにネガティブな印象も抱いていない。

ゲームだけの友達とリアルで会う
ことはない

中2男子／地方

α世代では、オンラインでつながった人間
関係をリアルに持ち込むのには慎重な姿
勢が多く見られる。
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考
え
る
の
が
苦
手
な
ら

「
ラ
ン
ダ
ム
」提
案
も
あ
り
？

　

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
Ｚ
世
代
の
若

者
が
α
世
代
の
特
徴
を
学
び
、
周
辺
の
α

世
代
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
た
う
え
で
、
彼

ら
の
た
め
の
旅
行
企
画
に
挑
戦
し
た
。

　
α
世
代
特
有
の
課
題
と
し
て
挙
が
っ
た

こ
と
の
一
つ
は
、
旅
行
計
画
の
煩
雑
さ
。

旅
行
先
の
選
択
や
予
約
、
準
備
が
手
間
、

選
択
肢
が
多
す
ぎ
て
効
率
的
な
計
画
が
難

し
い
、
好
き
な
こ
と
だ
け
を
し
た
い
が
う

ま
く
計
画
で
き
な
い
こ
と
が
障
壁
に
な
る

と
い
う
わ
け
だ
。
ま
た
、
訪
れ
た
場
所
が

期
待
外
れ
だ
っ
た
と
い
う「
無
駄
」「
失

敗
」
を
嫌
う
心
理
や
、
準
備
や
移
動
に
時

間
が
か
か
る「
タ
イ
パ
の
悪
さ
」
が
旅
へ

の
ハ
ー
ド
ル
と
な
る
と
の
意
見
も
あ
っ
た
。

　

こ
う
し
た
課
題
を
踏
ま
え
、
α
世
代
が

「
行
き
た
い
」
と
思
え
る
旅
と
し
て
提
案

さ
れ
た
ア
イ
デ
ア
を
２
つ
ご
紹
介
す
る
。

　

ア
イ
デ
ア
1
で
は
、
α
世
代
は
正
解
を

調
べ
る
の
に
慣
れ
て
い
る
＝
考
え
る
の
が

苦
手
で
自
己
決
定
能
力
が
低
い
と
仮
定
。

解
決
の
た
め
、
個
人
の
特
性
を
ベ
ー
ス
に

Ａ
Ｉ
が
旅
の
内
容
を
提
案
す
る
プ
ラ
ン
と
、

目
的
地
に
つ
い
て
は
サ
ー
ビ
ス
側
が
ラ
ン

ダ
ム
に
決
め
る
プ
ラ
ン
を
考
案
し
た
。
旅

行
者
が「
決
め
ら
れ
な
い
」部
分
に
つ
い

て
、「
パ
ー
ソ
ナ
ラ
イ
ズ
」
と「
ラ
ン
ダ
ム
」

と
い
う
、
一
見
両
極
端
な
手
段
で「
決
め

て
あ
げ
る
」
と
い
う
解
決
法
が
興
味
深
い
。

　

ア
イ
デ
ア
2
で
は
、「
情
報
と
現
実
の

ギ
ャ
ッ
プ
が
嫌
だ
」「
承
認
欲
求（
否
定
さ

れ
た
く
な
い
）」
な
ど
の
課
題
に
注
目
。
事

前
に
Ｖ
Ｒ
で
旅
先
の
確
認
が
で
き
る
プ
ラ

ン
で「
間
違
い
の
な
い
旅
」を
提
案
。Ｖ
Ｒ

を
活
用
す
る
案
は
他
に
も
出
た
が
、
事
前

の
確
認
に
使
う
と
い
う
方
向
性
は
、
ネ
タ

バ
レ
を
気
に
せ
ず「
答
え
合
わ
せ
」的
な

旅
を
し
た
い
α
世
代
に
マ
ッ
チ
し
て
い
る

と
言
え
る
だ
ろ
う
。

Part3
α世代旅の仮説

Ｚ
世
代
が
考
え
る

α
世
代
の
旅
の
ア
イ
デ
ア

W
O

W
! BA

SE

×
じ
ゃ
ら
ん 

ア
イ
デ
ア
ソ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム

～
10
年
後
の
未
来
を
想
像
し
、

α
世
代
の
旅
行
需
要
を
高
め
る
た
め
の
企
画
を
立
案
せ
よ
～ 

よ
り

本
パ
ー
ト
で
は
、「W

O
W

! B
A

S
E

」（
下
記
参
照
）で
Ｚ
世
代
の
若
者
が
考
え
た

α
世
代
の
旅
ア
イ
デ
ア
を
紹
介
。
よ
り
近
い
世
代
の
若
者
が
考
え
た
プ
ラ
ン
は

今
後
の
α
世
代
の
旅
の
イ
メ
ー
ジ
を
考
え
る
う
え
で
も
参
考
に
な
る
。

考
察

　

α
世
代
の
旅
に
対
す
る
感
性
を
捉
え

る
こ
と
は
、単
な
る
若
年
層
対
策
に
と
ど

ま
ら
ず
、社
会
全
体
の
変
化
を
読
み
解
く

鍵
と
な
る
。
彼
ら
は
、リ
ア
ル
と
オ
ン
ラ

イ
ン
を
一
体
化
し
た
感
覚
で
捉
え
、「
好

き
」や
「
安
心
」を
起
点
に
軽
や
か
に
行
動

す
る
。
一
方
で
、そ
の
「
好
き
」は
移
ろ
い

や
す
く
、共
感
を
軸
に
つ
な
が
れ
る
関
係

性
を
重
視
す
る
傾
向
が
見
え
て
き
た
。

　

そ
う
し
た
世
代
と
向
き
合
う
に
は
、

「
情
報
を
届
け
る
」か
ら
「
共
感
が
生
ま
れ

る
環
境
を
つ
く
る
」へ
と
意
識
を
広
げ
て

い
く
こ
と
が
重
要
に
な
る
。
そ
の
前
提
と

し
て
、地
域
自
身
が
、ど
ん
な
思
い
や
価

値
観
を
届
け
た
い
の
か
を
見
つ
め
直
し
、

共
感
さ
れ
る
存
在
へ
と
歩
ん
で
い
く
姿

勢
が
欠
か
せ
な
い
。
そ
し
て
、地
域
が
そ

れ
ぞ
れ
に
「
ど
ん
な
人
に
来
て
ほ
し
い
の

か
」を
明
確
に
し
、リ
ス
ペ
ク
ト
し
合
え

る
関
係
性
を
育
む
視
点
が
今
後
よ
り
大

切
に
な
っ
て
く
る
。
α
世
代
が
求
め
る
旅

の
本
質
は
、「
安
心
安
全
な
選
択
肢
を
提

供
し
、自
分
た
ち
が
支
持
で
き
る
価
値
を

持
っ
た
地
域
と
の
つ
な
が
り
」に
あ
る
。

「
誰
で
も
歓
迎
」で
は
な
く
、旅
人
と
地
域

が
共
に
心
地
よ
く
い
ら
れ
る
関
係
性
を

築
い
て
い
く
こ
と
こ
そ
が
、こ
れ
か
ら
の

持
続
可
能
な
観
光
に
向
け
た
ひ
と
つ
の

方
向
性
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

（
文
責
／
研
究
員　

池
内
摩
耶
）

α
世
代
の
感
性
に
学
ぶ

旅
の
未
来
像

α世代の旅の課題
□自己決定能力が低い​
□プランを考えるのが苦手
□テクノロジーに依存しすぎてリ

アルな体験が希薄​
□情報源が同じSNSのため、観

光客が局所に集中しやすい

α世代の旅アイデア
❶採りっぷプラン
個人の特性（食生活、行動範囲
や観光地のスキキライ）​＋別の人
の移動記録、本人の思考を織り
交ぜてAIでプランを提案

❷ぶっ飛びプラン​
決めるのがめんどくさい、新しい
体験がしたい人のため、目的地は
ランダム、ただし、SNS・食事等
の大枠の目的は選択可能

11

「WOW! BASE」とは
「人生と、社会課題が、出会う場
所。」をコンセプトに、学生に社
会のリアルな課題に触れる機会
を提供するため、リクルートが立
ち上げた学生向けプログラム。

Idea

α世代の旅の課題
□情報と現実でギャップが大き

いのが嫌だ
□情報過多で取捨選択しにくい
□旅行検討に消極的（好きなこ

としかしたくない、やることが
多すぎて時間がない）

□映えるところがいい（承認欲求
を満たせる）

α世代の旅アイデア
事前にVRで旅行先のリアルな様
子が見られる（宿・景色・ご飯・人・
四季ごとの様子など）→クオリテ
ィが担保されたことで旅行決定
旅行中はVRゴーグルで見たまま
の写真が撮れる。写真技術が高
くなくてもSNSで承認欲求が満
たされる。

Idea22
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海外の動向から学ぼう！DMOの世界Vol.1

約1年間の休憩をはさんで、DMO経営を考える連載記事が再始動！
いまや登録DMOは323団体（2025年3月25日時点）に上り、DMOとして成すべきことに思い悩む声も様々に聞こえてくる。
そこで日本を飛び出して世界に目を向けて、各国DMOの先進的な取り組みから学びを得ていきたい。まず第1回の今回は、

当連載に協力いただく（公社）日本観光振興協会の大須賀さんと、じゃらんリサーチセンター・森が
日本のDMOが抱える悩みを整理し、世界のDMOの現状について語り合っていく。

撮影／猫組

持続可能な「DMO経営」学 ver. 2.0
新連載

世界の先進事例に迫る！

DMO最前線

D
M
O
専
門
家
2
人
が
ナ
ビ
ゲ
ー
ト

Ｄ
Ｍ
Ｏ
に
携
わ
り
地
域
で
汗
を 

流
し
た
２
人
だ
か
ら
わ
か
る
こ
と

森

今
回
か
ら
始
ま
る
Ｄ
Ｍ
Ｏ
新
連
載
で

は
、（
公
社
）日
本
観
光
振
興
協
会
の
大
須

賀
さ
ん
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
す
。
私
は

宮
城
県
の（
一
社
）気
仙
沼
地
域
戦
略
の
理

事
と
し
て
Ｄ
Ｍ
Ｏ
経
営
に
携
わ
っ
て
き
ま

し
た
が
、
大
須
賀
さ
ん
は
秋
田
県
北
部
エ

リ
ア
の
地
域
連
携
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
事
務
局
長
を

務
め
た
経
歴
を
お
持
ち
で
す
。

大
須
賀

秋
田
県
の
大
館
市
を
は
じ
め
４

市
町
村
で
構
成
さ
れ
る（
一
社
）秋
田
犬
ツ

ー
リ
ズ
ム
に
在
籍
し
て
い
ま
し
た
。
こ
の

エ
リ
ア
は
秋
田
犬
や
き
り
た
ん
ぽ
と
い
っ

た
地
域
資
源
は
豊
富
で
す
が
、
観
光
が
主

産
業
と
い
う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ

こ
に
２
０
１
６
年
に
同
組
織
が
発
足
し
、

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
向
け
の
タ
ー
ゲ
テ
ィ
ン
グ

を
行
う
な
ど
土
台
を
固
め
た
頃
に
私
が
着

任
し
た
の
で
、
Ｅ
Ｃ
用
の
商
品
開
発
や
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

を
推
進
し
た
り
、
海
外
の
旅
行
展
示
会
に

出
展
し
た
り
…
。
事
務
局
長
と
い
う
肩
書

で
す
が
何
で
も
屋
で
す
ね（
笑
）。

森

気
仙
沼
の
よ
う
に
単
一
地
域
の
Ｄ
Ｍ

Ｏ
に
比
べ
て
エ
リ
ア
も
関
係
者
も
広
範
な

ぶ
ん
、
ご
苦
労
も
多
そ
う
で
す
。

大
須
賀

新
し
い
組
織
だ
け
に
手
探
り
な

部
分
は
あ
り
ま
し
た
が
、
幸
い
に
も
大
館

もり・なるひと●2013年4月より経済同友会
の被災地支援プロジェクトにて被災地気仙
沼市へ出向。地元人材育成や観光振興、6次
産業化など地域活性に携わる。2017年4月よ
り地域DMOの（一社）気仙沼地域戦略の理
事・CFOに着任、気仙沼市復興アドバイザー
も務める。2018年12月より観光庁の広域周
遊観光促進専門家派遣に登録。2023年より
先駆的DMOの専門家として地域に伴走

じゃらんリサーチセンター 
研究員
森 成人

おおすか・しん●米国系航空会社、日系設備
会社などを経て2018年より地域連携DMOの

（一社）秋田犬ツーリズムへ。2022年3月まで
事務局長を務めた後、同年4月より（公社）日本
観光振興協会へ。企画政策や交流促進を担当
した後、観光地域づくり・人材育成部門観光地
域マネジメント担当としてDMOのサポート、海
外事例などの情報発信などを手がける。Desti-
nations InternationalのSocial Inclusion 
Committee（社会的包摂性委員会）所属

（公社）日本観光振興協会  事業推進グループ
観光地域づくり・人材育成部長

大須賀 信さん
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市
は
懐
が
深
く
て「
失
敗
し
て
も
い
い
か

ら
や
っ
て
み
よ
う
」
と
い
う
姿
勢
だ
っ
た

の
で
、
ト
ラ
イ
し
や
す
い
環
境
で
し
た
。

た
だ
、
大
館
市
内
で
も
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン

ト
は
市
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
、
農
泊
は
推

進
協
議
会
、
観
光
は
ま
た
別
部
門
…
と
ば

ら
ば
ら
に
動
い
て
い
た
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ

に「
一
緒
に
や
ろ
う
よ
」
と
声
を
か
け
て
横

串
を
指
し
て
か
ら
は
、
さ
ら
に
動
き
や
す

く
な
り
ま
し
た
。
地
域
連
携
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
あ

り
が
ち
な
例
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
私
が

赴
任
す
る
ま
で
は
４
市
町
村
が
定
期
的
に

集
ま
る
場
も
設
け
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
ん

で
す
。
集
ま
る
際
も
、
会
場
が
中
心
都
市

で
あ
る
大
館
市
に
毎
回
固
定
さ
れ
て
い
た

り
。
そ
れ
を
改
め
て
、
毎
月
の
定
例
会
を

設
定
し
、
会
場
も
４
市
町
村
の
持
ち
回
り

に
し
た
こ
と
で
連
帯
感
が
強
ま
り
ま
し
た
。

森

組
織
が
縦
割
り
で
連
携
し
づ
ら
か
っ

た
り
、
地
域
同
士
の
連
帯
感
が
薄
い
と
い

う
の
は〝
Ｄ
Ｍ
Ｏ
あ
る
あ
る
〞
の
一
つ
で
す

ね
。
リ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
取
れ
て
い
る
か
否

か
で
、
事
業
の
進
め
や
す
さ
も
大
き
く
変

わ
り
ま
す
よ
ね
。

大
須
賀

組
織
内
部
も
そ
う
で
す
し
、
地

域
の
事
業
者
や
住
民
の
方
た
ち
と
連
携
し
、

理
解
を
得
る
こ
と
も
重
要
で
す
。
地
域
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
っ
て
い
わ
ば
御
用
聞
き
。
地

域
に
入
り
込
ん
で
意
見
を
拾
い
、
風
通
し

を
よ
く
し
な
い
と
何
事
も
前
に
進
み
ま
せ

大
須
賀

ア
メ
リ
カ
で
言
う
と
、
日
本
の

よ
う
な
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
登
録
制
度
や
監
督
機
関

が
な
い
ん
で
す
よ
。「
こ
れ
を
せ
ね
ば
な
ら

な
い
」
と
い
う
形
式
も
な
い
た
め
、
地
域

に
よ
っ
て
は
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
を
誘
致
す
る
コ
ン

ベ
ン
シ
ョ
ン
ビ
ュ
ー
ロ
ー（
Ｃ
Ｖ
Ｂ
）的
な

活
動
が
主
な
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。
そ
う

い
っ
た
も
の
も
含
め
て
観
光
地
域
づ
く
り

活
動
を
し
て
い
る
組
織
＝
Ｄ
Ｍ
Ｏ
だ
と
捉

え
ら
れ
て
い
ま
す
。
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
原
型
と
さ

れ
る
の
は
19
世
紀
末
に
ア
メ
リ
カ
の
デ
ト

ロ
イ
ト
に
設
立
さ
れ
た
組
織
で
、
そ
れ
は

Ｃ
Ｖ
Ｂ
的
な
活
動
を
し
て
い
ま
し
た
。
そ

こ
か
ら
地
域
ご
と
の
必
要
に
応
じ
て
徐
々

に
機
能
を
広
げ
て
い
き
、
１
０
０
年
以
上

の
歴
史
を
経
て
今
の
観
光
地
域
づ
く
り
、

観
光
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
す
る
組
織
と
し
て

の
Ｄ
Ｍ
Ｏ
が
形
作
ら
れ
た
の
で
す
。

森

そ
う
い
っ
た
段
階
を
踏
ま
ず
に
い
き

な
り
導
入
さ
れ
た
か
ら
、
日
本
で
は「
Ｄ

Ｍ
Ｏ
っ
て
何
を
す
る
ん
だ
っ
け
？
」
と
混

乱
が
生
じ
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

大
須
賀

日
本
は
Ｄ
Ｍ
Ｏ
が
か
か
わ
る「
観

光
」
を
狭
義
に
捉
え
て
い
る
と
も
感
じ
ま

す
。
ア
メ
リ
カ
だ
と
先
ほ
ど
お
話
し
し
た

よ
う
な
歴
史
的
経
緯
も
あ
り
、
ス
ポ
ー
ツ

も
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
も
Ｄ
Ｍ
Ｏ
内
に
担
当
部
門
が

あ
る
と
こ
ろ
も
多
い
。
そ
も
そ
も
Ｄ
Ｍ
Ｏ

は
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン（destination

）

を
盛
り
上
げ
る
組
織
っ
て
い
う
意
識
だ
か

ん
。
観
光
客
を
受
け
入
れ
る
の
は
地
域
住

民
で
す
か
ら
ね
。「
Ｄ
Ｍ
Ｏ
っ
て
何
を
し
て

い
る
の
か
わ
か
ら
な
い
」
と
言
わ
れ
る
よ

う
で
は
ダ
メ
で
し
ょ
う
。「
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
人
が

が
ん
ば
っ
て
い
る
か
ら
協
力
す
る
か
」
と

思
っ
て
も
ら
え
る
組
織
に
な
る
こ
と
が
理

想
で
す
。
だ
か
ら
私
は
大
館
市
に
い
た
時

は
毎
日
、
４
市
町
村
の
事
業
者
さ
ん
を
訪

ね
回
り
、
自
治
会
の
集
ま
り
に
も
参
加
し

ま
し
た
。
小
中
高
生
向
け
の
催
し
で
Ｄ
Ｍ

Ｏ
の
仕
事
を
紹
介
し
た
り
、
地
域
で
一
番

読
ま
れ
て
い
る
ロ
ー
カ
ル
新
聞
に
頼
ん
で

Ｅ
Ｃ
サ
イ
ト
の
商
品
コ
ラ
ム
を
作
っ
て
も

ら
っ
た
り
と
地
域
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー

と
の
関
り
を
深
め
る
べ
く
、
１
日
50
〜
１

０
０
㎞
ほ
ど
車
で
移
動
し
た
も
の
で
す
。

海
外
の
経
営
方
針
や
取
り
組
み
が 

Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
悩
み
解
消
の
ヒ
ン
ト
に

森

大
須
賀
さ
ん
も
私
も
、
全
国
各
地
の

Ｄ
Ｍ
Ｏ
と
交
流
す
る
機
会
が
多
々
あ
り
ま

す
。
話
を
う
か
が
っ
て
い
る
と
組
織
の
数

だ
け
悩
み
を
抱
え
て
い
る
。
特
に
、「
ど
う

し
た
ら
地
域
の
役
に
立
て
る
の
か
」「
も
っ

と
で
き
る
こ
と
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
」

と
い
う
組
織
の
在
り
方
に
悩
み
迷
う
方
が

多
い
よ
う
で
す
。
Ｄ
Ｍ
Ｏ
法
人
と
し
て
や

る
べ
き
必
須
要
件
も
あ
る
し
、
地
域
そ
れ

ぞ
れ
の
課
題
も
あ
る
。
そ
の
板
挟
み
に
な

っ
て
い
る
様
子
も
見
ら
れ
ま
す
。

大
須
賀

や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

が
多
す
ぎ
て
、
逆
に
何
を
す
べ
き
組
織
な

の
か
わ
か
ら
な
く
な
っ
て
い
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
ね
。
だ
け
ど
地
域
の
形
は
そ
れ
ぞ

れ
異
な
る
の
だ
か
ら
、
正
解
は
一
つ
で
は

な
い
。
Ｄ
Ｍ
Ｏ
が
県
単
位
か
市
町
村
単
位

か
、
広
域
の
連
携
な
の
か
で
も
役
割
は
異

な
り
ま
す
よ
ね
。
た
と
え
ば（
一
社
）秋
田

犬
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
構
成
す
る
上
小
阿
仁
村

は
小
さ
な
村
で
、
主
な
観
光
施
設
は
道
の

駅
１
軒
だ
け
。
だ
か
ら
道
の
駅
の
来
客
数

や
販
売
商
品
の
分
析
を
す
る
だ
け
で
も
立

派
な
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
情
報
で
す
。
な
の

に「
観
光
Ｄ
Ｘ
だ
！
専
門
家
を
配
置
し
て

人
流
デ
ー
タ
を
分
析
し
な
き
ゃ
」
と
、
地

域
に
そ
ぐ
わ
な
い
こ
と
に
振
り
回
さ
れ
て

い
る
組
織
も
あ
る
の
で
は
。

森

そ
も
そ
も
Ｄ
Ｍ
Ｏ
と
い
う
枠
組
み
は

欧
米
か
ら
日
本
へ
と
導
入
さ
れ
ま
し
た
。

海
外
の
Ｄ
Ｍ
Ｏ
と
も
交
流
さ
れ
て
い
る
大

須
賀
さ
ん
か
ら
見
て
、
日
本
と
海
外
の
違

い
を
感
じ
る
点
は
あ
り
ま
す
か
。

地
域
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
は「
御
用
聞
き
」、

地
域
に
入
り
込
ま
な
い
と

何
事
も
前
に
進
み
ま
せ
ん 

ー
大
須
賀
さ
ん
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持続可能な「DMO経営」学 ver. 2.0

は
街
に
出
て
お
店
の
人
の
話
を
聞
き
に
行

く
ん
で
す
よ
。
ア
メ
リ
カ
は
確
か
に
デ
ー

タ
先
進
で
す
が
、
加
え
て
す
ご
い
人
重
視

で
も
あ
っ
て
。
ど
ぶ
板
営
業
と
い
う
か
、

そ
う
い
う
話
を
あ
ち
こ
ち
の
Ｄ
Ｍ
Ｏ
で
聞

く
の
で
私
と
し
て
は
衝
撃
的
で
し
た
。

森

デ
ー
タ
が
取
れ
て
い
る
の
に
、
改
め

て
地
域
の
人
の
リ
ア
ク
シ
ョ
ン
ま
で
確
か

め
に
い
く
。
そ
う
い
う
ス
タ
ン
ス
が
醸
成

で
き
て
い
る
の
は
な
ぜ
な
の
か
、
何
の
た

め
に
そ
こ
ま
で
す
る
の
で
し
ょ
う
。

大
須
賀

そ
れ
は「
実
際
に
お
客
さ
ん
が

来
た
か
」
と
確
か
め
る
た
め
だ
け
に
足
を

運
ん
で
い
る
の
で
は
な
く
、
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
姿

勢
を
見
せ
る
た
め
っ
て
い
う
意
味
合
い
も

あ
る
と
思
う
ん
で
す
。
彼
ら
は「
組
織
の

透
明
性
」
を
非
常
に
重
視
し
ま
す
。
要
は
、

デ
ー
タ
を
取
る
に
し
て
も
何
の
た
め
に
、

ど
う
役
立
て
る
の
か
を
つ
ま
び
ら
か
に
す

る
。
そ
の
た
め
に
街
に
出
て「
こ
ん
な
デ

ー
タ
が
出
て
い
る
け
ど
実
感
は
ど
う
？
」

と
住
民
に
接
触
し
、
説
明
す
る
こ
と
、
理

解
を
得
る
こ
と
が
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
な

っ
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

森

我
々
も
合
意
形
成
が
大
事
だ
と
い
う

話
は
よ
く
し
ま
す
が
、
合
意
形
成
の
レ
ベ

ル
が
日
本
よ
り
数
段
高
い
で
す
ね
…
。

大
須
賀

Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
経
営
計
画
や
観
光
基

本
計
画
を
作
る
際
も
、
彼
ら
は
住
民
向
け

の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
電
話
調
査
を
何
回

も
行
っ
て
地
域
共
有
の
価
値
観
や
理
想
を

探
り
、
そ
れ
を
ベ
ー
ス
に
立
案
し
て
い
き

ま
す
。
地
域
連
携
や
住
民
の
説
得
を
サ
ポ

ー
ト
す
る
専
門
家
も
い
る
ん
で
す
よ
。
そ

れ
く
ら
い
土
台
か
ら
住
民
を
巻
き
込
み
、

理
解
を
得
る
こ
と
を
大
事
に
し
て
い
ま
す
。

森

そ
う
し
て
観
光
に
対
し
て
住
民
の
合

意
が
あ
れ
ば
、
た
と
え
財
源
に
税
金
を
投

入
す
る
場
合
も
理
解
が
得
ら
れ
ま
す
ね
。

だ
か
ら
こ
そ
、
住
民
の
理
解
を
得
る
た
め

に
も「
Ｄ
Ｍ
Ｏ
と
は
地
域
の
た
め
に
必
要

な
働
き
を
し
て
い
る
の
だ
」
と
胸
を
張
っ

て
言
え
る
存
在
価
値
を
示
さ
な
い
と
い
け

な
い
け
れ
ど
、
そ
れ
が
何
な
の
か
み
ん
な

悩
ん
で
い
る
と
い
う
…
。

大
須
賀

こ
れ
は
近
年
ア
メ
リ
カ
の
Ｄ
Ｍ

ら
、「
外
か
ら
人
が
来
る
も
の
は
み
ん
な
観

光
」と
考
え
て
い
て
、
そ
の
た
め
の
駆
動
力

を
内
包
し
て
い
る
イ
メ
ー
ジ
で
す
。

森

日
本
の
Ｄ
Ｍ
Ｏ
は「
財
源
」と「
人
材
」

が
２
大
問
題
と
し
て
立
ち
は
だ
か
り
、
各

地
を
悩
ま
せ
て
い
ま
す
。
ア
メ
リ
カ
で
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

大
須
賀

Ｃ
Ｖ
Ｂ
か
ら
Ｄ
Ｍ
Ｏ
に
な
っ
た

と
こ
ろ
が
多
く
、
会
議
場
の
収
益
が
あ
る
。

そ
し
て
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
誘
致
の
た
め
に
戦
略
を

立
て
て
き
た
か
ら
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の

プ
ロ
も
い
る
し
デ
ー
タ
ド
リ
ブ
ン
の
姿
勢

が
身
に
つ
い
て
い
る
。
財
源
も
人
材
も
し

っ
か
り
確
保
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
す
。
あ

と
日
本
と
海
外
の
違
い
と
言
え
ば
、
地
域

連
携
を
重
視
す
る
姿
勢
に
も
差
を
感
じ
ま

す
。
た
と
え
ば
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
の
開

催
後
に
人
流
デ
ー
タ
や
決
済
額
を
収
集
し

て
実
数
値
と
し
て「
経
済
効
果
が
あ
っ
た
」

と
わ
か
っ
て
い
て
も
、
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
担
当
者

DMO・CVBを統括する世界的な団体・Destinations International（DI）による図の日本語版は、
DI会員である（公社）日本観光振興協会の大須賀さんが制作。DMOの主要な業務は「ブランドマ
ネジメント」「地域を導くこと（Place Stewardship）、インフラ投資」「プロモーション、セールス」で
あり、それを適切に行うことが地域社会に広範な影響をもたらすことを示した。地域社会の活性
化サイクルを回すには、DMO担当者の役割が非常に重要となる

「
Ｄ
Ｍ
Ｏ
は
何
の
た
め
に
あ
る
の
か
」

と
い
う
全
体
像
が
わ
か
る
と

合
意
形
成
の
重
要
性
も

成
す
べ
き
こ
と
も
明
瞭
に
な
り
ま
す
ね
ー
森

図1  地域社会の活性化サイクル（Community Vitality Wheel）
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Ｏ
界
隈
で
提
唱
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ん
で

す
が
、「
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
役
割
と
は
ス
チ
ュ
ワ
ー

ド
シ
ッ
プ（Stew

ardship

）
で
あ
る
」
と

言
う
ん
で
す
ね
。
こ
れ
を
聞
い
て
私
は
ま

さ
に
そ
う
だ
！
と
納
得
し
た
ん
で
す
。
適

切
な
日
本
語
訳
が
浮
か
ば
な
い
ん
で
す
が
、

ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
と
は「
導
く
人
」
と

い
う
イ
メ
ー
ジ
。
共
通
の
価
値
観
に
基
づ

い
て
地
域
住
民
や
地
域
社
会
を
よ
り
よ
い

方
向
へ
導
く
こ
と
が
、
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
役
割
で

あ
る
と
説
い
て
い
ま
す
。「
観
光
」
っ
て
い

う
よ
り
も「
地
域
」
を
導
く
こ
と
、
も
は
や

街
づ
く
り
の
視
点
な
ん
で
す
よ
ね
。
だ
か

ら
ア
メ
リ
カ
の
Ｄ
Ｍ
Ｏ
は
ス
テ
ー
ク
ホ
ル

ダ
ー
に
デ
ィ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
系
が
含
ま
れ
て

い
る
。
投
資
誘
致
や
雇
用
創
出
と
い
っ
た

地
域
の
経
済
開
発
も
業
務
領
域
の
一
つ
で

あ
る
、
と
認
識
し
て
い
る
か
ら
で
す
。

森

地
域
を
こ
う
し
た
い
、
こ
ん
な
困
り

ご
と
が
あ
る
、
と
い
う
時
に
と
り
あ
え
ず

Ｄ
Ｍ
Ｏ
を
ノ
ッ
ク
し
た
ら
何
と
か
な
る
よ

う
な
、
地
域
の
顔
聞
き
的
存
在
と
し
て
市

民
権
を
得
て
い
る
わ
け
で
す
ね
。

大
須
賀

そ
う
で
す
。
そ
う
し
た
意
識
も

背
景
に
あ
り
、
最
近
は
Ｄ
Ｍ
Ｏ
で
は
な
く

「
Ｄ
Ｏ（D

estination O
rganization

）」

と
い
う
呼
び
方
も
一
般
的
に
な
っ
て
い
ま

す
。「
Ｍ
」
が
意
味
す
る
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
や

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
は
当
然
の
こ
と
で
あ
っ

て
わ
ざ
わ
ざ
入
れ
な
い
。
こ
の
Ｄ
Ｏ
に
は

ス
ポ
ー
ツ
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
や
Ｃ
Ｖ
Ｂ
も
含

ま
れ
ま
す
。
そ
し
て
Ｍ
の
代
わ
り
に
ス
チ

ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
の
Ｓ
を
入
れ
て「
Ｄ
Ｓ

Ｏ
」
と
呼
ぶ
人
も
い
る
ん
で
す
よ
。
Ｄ
Ｍ

Ｏ
の
役
割
に
つ
い
て
は
、
ア
メ
リ
カ
に
本

部
が
あ
る
Ｄ
Ｍ
Ｏ
や
Ｃ
Ｖ
Ｂ
の
統
括
団

体
・
Ｄ
Ｉ
に
よ
る
図
を
見
て
も
ら
う
と
わ

か
り
や
す
い
で
し
ょ
う（
図
１
）。
日
本
で

は
観
光
地
域
づ
く
り
の
指
針
と
し
て「
住

ん
で
よ
し
、
訪
れ
て
よ
し
」
と
言
わ
れ
ま

す
が
、
こ
の
図
を
見
る
と
加
え
て「
働
い

て
よ
し
、
投
資
し
て
よ
し
」
も
含
ま
れ
る
。

さ
ら
に
言
う
と
始
ま
り
は「
訪
れ
て
よ
し
」、

あ
く
ま
で
も
観
光
・
誘
客
の
視
点
を
起
点

と
し
な
が
ら
も
、
そ
れ
が
住
民
の
満
足
度

向
上（
住
ん
で
よ
し
）、
雇
用
創
出（
働
い

て
よ
し
）、
さ
ら
に
は
新
た
な
投
資（
投
資

し
て
よ
し
）
へ
と
つ
な
が
る
好
循
環
を
生

み
出
す
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
こ
の

サ
イ
ク
ル
が
適
切
な
速
度
で
回
る
よ
う
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
す
る
こ
と
が
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
役
割

で
あ
る
と
説
い
て
い
る
ん
で
す
ね
。

森

そ
し
て
こ
の
４
つ
の
サ
イ
ク
ル
を
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
す
る
こ
と
が
す
な
わ
ち
ス
チ

ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
で
あ
り
、
ス
チ
ュ
ワ
ー

ド
シ
ッ
プ
を
発
揮
す
る
に
は
地
域
の
合
意

形
成
が
欠
か
せ
な
い
わ
け
で
す
ね
。
こ
れ

ま
で
も「
合
意
形
成
が
重
要
」
だ
と
私
自
身

が
話
し
な
が
ら
も
、
そ
れ
を
う
ま
く
説
明

し
き
れ
て
い
な
か
っ
た
。
で
も
こ
れ
で
す

と
ん
と
腑
に
落
ち
た
気
持
ち
で
す
。

大
須
賀

ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
っ
て
、

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
と
も
違
っ
て
単
に
引
っ

張
る
役
割
で
は
な
く
て
あ
く
ま
で
住
民
ベ

ー
ス
、
地
域
社
会
ベ
ー
ス
。
そ
の
地
域
が

共
有
す
る
価
値
観
に
基
づ
い
た
活
動
で
な

く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

あ
る
人
は
講
演
で「
ス

チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
は

結
果
と
し
て
サ
ス
テ
ナ

ビ
リ
テ
ィ
に
つ
な
が
る

も
の
だ
」
と
話
し
て
い

ま
し
た
。
こ
の
図
の
よ

う
に
地
域
社
会
が
循
環

す
る
こ
と
が
、
サ
ス
テ

ナ
ビ
リ
テ
ィ
で
あ
る
と
。

だ
か
ら
住
民
の
価
値
観
を
す
べ
て
の
土
台

に
し
な
き
ゃ
い
け
な
い
ん
だ
な
、
と
私
は

解
釈
し
て
い
ま
す
。

森

Ｄ
Ｍ
Ｏ
は「
訪
れ
て
よ
し
」
の
地
域
づ

く
り
を
す
る
べ
く
、
地
域
の
価
値
観
に
基

づ
い
て
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
を
発
揮
す

る
。
そ
の
波
及
効
果
と
し
て「
住
ん
で
よ

し
、
働
い
て
よ
し
、
投
資
し
て
よ
し
」
が

循
環
し
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
地
域
社
会
と

な
る
。
そ
ん
な
全
体
像
が
わ
か
る
と
、
や

る
べ
き
こ
と
も
見
え
て
き
そ
う
で
す
ね
。

大
須
賀

日
本
の
Ｄ
Ｍ
Ｏ
で
も
、
優
良
事

例
と
言
わ
れ
る
組
織
を
見
て
み
る
と
知
ら

ず
知
ら
ず
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
を
発
揮

で
き
て
い
た
り
す
る
ん
で
す
よ
。

森

ア
メ
リ
カ
、
海
外
で
は
、
そ
う
し
た

ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
に
よ
る
好
事
例
が

よ
り
あ
り
そ
う
で
す
。
次
回
か
ら
は
そ
ん

な
世
界
の
好
事
例
を
、
大
須
賀
さ
ん
と
一

緒
に
紐
解
い
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

K E Y W O R D

スチュワードシップとは？
【Stewardship】

　スチュワードシップとは「責任をもっ
て管理や保全の役割を果たす姿勢

（管理責任）」とも訳される。ここでは
地域社会から負託されたDMOが地
域共有の価値観に基づいて、住民や
行政、地域のステークホルダー、旅行
者にポジティブな影響を与えるような
地域社会の形成を、現在・未来にわた
り継続的に追及することを指す。こ
のスチュワードシップを軸にして、「地
域の導き手、守り手」となることが
DMOに求められている。

Ｄ
Ｍ
Ｏ
に
求
め
ら
れ
る
の
は

「
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
」、

地
域
共
通
の
価
値
観
を
基
に

地
域
社
会
を
導
く
こ
と
ー
大
須
賀
さ
ん
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価値と感動を生み出す人に
インタビュー

読書の価値とは何か。そして「読まれない」と言われる時代の本の仕事とは。
「人に本を届ける」ための考え方には、人に旅を届けるためのヒントも詰まっている。

読
書
行
為
は
一
人
で
し
か
で
き
な
い
か
ら
、

大
き
な
数
字
を
考
え
る
必
要
は
な
い
。

こ
の
一
冊
を
、最
初
の
一
人
に

ど
う
届
け
る
か
を
考
え
て
い
ま
す
。

写真=向井勝治

読
む
と
い
う
行
為
を
考
え
抜
き

本
を
楽
し
む
場
を
広
げ
る

70

「
よ
い
本
を
選
ぶ
」だ
け
で
な
く 

「
差
し
出
し
方
」を
考
え
抜
く

　

幅
氏
が
本
の
世
界
に
飛
び
込
ん
だ
の

は
、
紙
の
本
の
市
場
が
ピ
ー
ク
を
過
ぎ

た
１
９
９
０
年
代
の
終
盤
。
店
頭
で
本

を
手
に
取
る
人
が
減
っ
て
い
く
中
、「
ど

う
す
れ
ば
本
を
人
に
届
け
ら
れ
る
か
」

を
考
え
た
結
果
、「
書
店
に
人
が
来
な
い

な
ら
、
人
が
い
る
場
所
に
本
を
持
っ
て

い
こ
う
」と
考
え
る
に
至
る
。以
来
、
カ

フ
ェ
、
ホ
テ
ル
、
公
共
施
設
等
々
、
さ

ま
ざ
ま
な
場
所
に
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
を
作

り
続
け
て
き
た
。

　

現
在
、
活
動
の
メ
イ
ン
は「
図
書
館
」

を
作
る
こ
と
。
そ
の
中
で
も
変
わ
ら
ず

「
ど
う
届
け
る
か
」
を
考
え
て
い
る
。

 

「
何
で
も
そ
う
で
す
け
ど
、
雑
に
渡
さ

れ
る
の
と
丁
寧
に
差
し
出
さ
れ
る
の
と

で
は
受
け
取
る
側
の
感
じ
方
が
違
い
ま

す
よ
ね
。
今
は
、
い
い
本
を
選
ん
で
バ

サ
ッ
と
置
い
て
お
く
だ
け
で
み
ん
な
が

読
ん
で
く
れ
る
時
代
じ
ゃ
な
い
か
ら
、

本
当
に
届
け
た
け
れ
ば『
差
し
出
し
方
』

も
大
事
。
そ
う
考
え
る
よ
う
に
な
っ
て

か
ら
、
私
た
ち
の
仕
事
の
領
域
は
す
ご

く
広
が
っ
て
い
ま
す
」

　

た
と
え
ば
図
書
館
で
ど
こ
に
ど
の
本

が
あ
る
か
を
示
す
サ
イ
ン
の
入
れ
方
。

世
界
中
の
本
を
網
羅
で
き
る
ネ
ッ
ト
ラ

B
A
C
H
代
表
／
ブ
ッ
ク
デ
ィ
レ
ク
タ
ー

幅 

允
孝

Yoshitaka H
aba
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イ
ブ
ラ
リ
に
対
し
、
図
書
館
に
並
ぶ
紙

の
本
は
す
べ
て「
選
ば
れ
た
」
も
の
で

あ
り
、
そ
の
理
由
を
示
す
こ
と
で
届
き

や
す
く
な
る
。
あ
る
い
は
イ
ン
テ
リ
ア

の
計
画
。
哲
学
や
心
理
学
の
よ
う
な
没

入
に
時
間
の
か
か
る
本
で
あ
れ
ば
、
書

架
の
前
に
は
毛
足
の
長
い
カ
ー
ペ
ッ
ト

を
敷
き
、
椅
子
の
座
面
を
低
く
し
て
居

心
地
よ
く
。
薄
暗
く
落
ち
着
け
る
空
間

を
活
か
す
と
き
で
も
、
ラ
イ
ト
は
し
っ

か
り
手
も
と
に
落
ち
る
よ
う
に
。
そ
う

や
っ
て「
気
が
付
け
ば
読
ん
で
い
た
」

と
い
う
環
境
か
ら
整
え
、
ど
こ
ま
で
も

「
届
く
こ
と
」
を
目
指
す
。

対
象
の
解
像
度
を
上
げ
る
こ
と
で 

や
る
べ
き
こ
と
が
ク
リ
ア
に
な
る

　

一
方
で
、「
多
く
の
人
に
読
ま
れ
る
こ

と
」は
そ
れ
ほ
ど
意
識
し
な
い
。目
指
す

の
は「
一
人
目
の
読
者
の
獲
得
」
だ
。

 

「
図
書
館
を
作
る
と
き
に
は
地
域
の
人

に
た
く
さ
ん
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
し
ま
す
。

そ
れ
で
も
、
皆
に
と
っ
て
よ
い
本
な
ん

て
分
か
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
な
ら
、
ま
ず

誰
か
一
人
が
強
く『
読
み
た
い
』
と
い

う
本
を
入
れ
る
。
す
る
と
そ
の
一
人
が
、

三
人
、五
人
と
広
が
っ
て
い
く
の
で
す
」

　

そ
も
そ
も
紙
の
本
を
読
む
と
い
う
行

為
は
一
人
で
し
か
で
き
な
い
。「
そ
う

い
う
も
の
を
扱
う
以
上
は
、
単
位
を
小

さ
く
し
て
考
え
る
の
が
基
本
」
と
幅
氏
。

だ
か
ら「
何
万
人
と
か
何
億
円
と
か
大

き
な
数
字
を
動
か
す
こ
と
を
考
え
な
く

た
っ
て
い
い
。
自
分
が
両
手
を
伸
ば
し

た
範
囲
の
中
で
、
や
れ
る
こ
と
の
精
度

を
上
げ
る
だ
け
」。
そ
し
て
そ
う
考
え
る

か
ら「
本
が
売
れ
な
く
て
悲
し
い
と
か
、

あ
ま
り
思
っ
た
こ
と
が
な
い
ん
で
す
よ

ね
」
と
健
や
か
な
心
持
ち
で
い
ら
れ
る
。

読
書
と
い
う
行
為
に
つ
い
て
考
え
抜
き
、

高
い
解
像
度
で
捉
え
て
い
る
か
ら
こ
そ

の
境
地
。
そ
う
い
え
ば
幅
氏
は
自
ら
の

経
歴
に
つ
い
て「
本
が
売
れ
な
く
な
る

時
代
に
キ
ャ
リ
ア
を
ス
タ
ー
ト
す
る
こ

と
が
で
き
た

0

0

0

」
と
表
現
し
た
。「
売
れ

る
」状
況
で
あ
れ
ば
探
求
さ
れ
な
い
よ

う
な
こ
と
も
、「
届
か
な
い
」
ス
ト
レ
ス

が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
検
証
し
、
解
像
度

を
高
め
る
こ
と
が
で
き
た
の
だ
。

楽
し
み
方
を
伝
え
る
に
は 

や
り
方
を
教
え
る
こ
と
も
必
要

　

当
た
り
前
の
こ
と
だ
が
、
本
は
自
分

か
ら
読
ま
な
い
と
進
ま
な
い
。
逆
に
読

ん
で
い
る
最
中
に
止
ま
っ
て
考
え
る
こ

と
も
で
き
る
。
配
信
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
で
、
黙
っ
て
い
て
も
コ
ン
テ
ン
ツ
が

「
流
れ
て
く
る
」現
代
に
お
い
て
は
、「
そ

う
い
っ
た
主
体
性
が
削
が
れ
て
い
く
」

と
幅
氏
は
指
摘
す
る
。
読
書
は
そ
ん
な

状
況
に
抗
う
手
段
に
な
り
得
る
が
、
旅

行
も
同
じ
だ
。

 

「
若
い
頃
に
行
っ
た
バ
ッ
ク
パ
ッ
ク
旅

行
で
は
、
お
金
は
な
い
し
、
体
調
は
崩

す
し
、
大
変
な
思
い
で
よ
う
や
く
目
的

地
に
着
い
た
ら
意
外
に
残
念
だ
っ
た
り

も
し
た
け
れ
ど
、
お
か
げ
で
物
事
を
相

対
化
す
る
こ
と
が
で
き
、
自
分
の
言
葉

で
語
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」

　

本
も
旅
も
、
自
分
の
知
ら
な
い
価
値

観
に
出
合
う
面
白
さ
が
あ
る
。
し
か
し
、

最
初
か
ら「
分
か
ろ
う
」
と
思
っ
て
臨

む
わ
け
で
も
な
い
し
、「
全
然
分
か
ら
な

か
っ
た
」で
終
わ
る
こ
と
も
あ
る
。そ
ん

な
経
験
も
決
し
て「
失
敗
」
で
は
な
く
、

そ
う
し
た
経
験
を
繰
り
返
し
な
が
ら
自

分
の
考
え
が
で
き
て
い
く
。た
だ「
そ
れ

で
い
い
」
と
教
え
る
場
は
な
い
の
が
現

状
で
、
そ
う
し
た「
最
初
の
一
歩
」を
教

え
る
場
が
あ
っ
て
も
よ
い
の
で
は
な
い

か
と
幅
氏
は
考
え
て
い
る
。

 

「
メ
デ
ィ
ア
の
種
類
も
増
え
た
今
、
読

書
に
つ
い
て
は
、『
こ
う
い
う
と
き
は
紙

で
読
ん
だ
方
が
よ
い
』『
こ
れ
は
検
索

で
』『
こ
れ
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
』
と
い
っ
た
こ

と
を
教
え
る
こ
と
も
必
要
だ
と
思
う
ん

で
す
よ
ね
。
今
後
は
そ
う
い
う
プ
ロ
グ

ラ
ム
作
り
に
も
取
り
組
ん
で
い
こ
う
と

思
っ
て
い
ま
す
」

1976年愛知県生まれ。書店員を経て2005年有限
会社BACHを創業。神奈川県立図書館、外務省

「JAPAN HOUSE」等多様な施設でのライブラリー
制作、NHK『理想的本箱』での選書等、本をツール
としたさまざまな活動を展開している

幅氏が手掛ける公共図書館事業の一つが
神奈川県立図書館リニューアル。新本館
は、国立国会図書館も設計した建築家・前
川國男による旧本館の意匠を引き継ぎつ
つ、紙の資料を保存する「中央館」として
の役割と、来館者に本を「届ける」機能を
備えた空間として生まれ変わった。改修中
の旧本館は、ホローブリック（中空レンガ）
による柔らかい光など読書に適した意匠
で知られ、幅氏はこの旧本館の改修前の
姿を収めた写真集の制作にも携わった。

中央館機能と理想の読書空間を
表現した『神奈川県立図書館』

写真集『改修前 前川國男設計 神奈川県立
図書館』は神奈川県立図書館内の猿田彦珈
琲店でのみ販売。本の持つ「時間の遅さ」に
合わせ、敢えてネット販売をしていない
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広
島
み
や
げ
の
定
番
中
の
定
番
「
は
っ
さ
く
ゼ
リ
ー
」の
兄
弟
分

シ
ャ
ー
ベ
ッ
ト
な
の
に
常
温
で
持
ち
帰
れ
る
の
も
魅
力
の
ひ
と
つ

果
実
が
ゴ
ロ
ゴ
ロ
！

は
っ
さ
く
シ
ャ
ー
ベ
ッ
ト

広
島
県
尾
道
市
因
島 

お問合せ

JA尾道市 
因島はっさくゼリーセンター
広島県尾道市因島中庄町2063
☎0845-26-2135
https://ja-onomichi.or.jp/

尾道市

はっさくシャーベット（手前）は冷凍庫で凍ら
せて、はっさくゼリー（後方）は冷蔵庫で冷や
して召し上がれ
※常温販売商品。はっさくゼリーには
　少量の洋酒を使用

因島は、八朔（はっさく）発祥の
地。江戸末期の1860年頃、様々
な柑橘が自然交配して誕生した
木から始まった。生果の旬は1月
〜3月（因島では2月・3月が中心）

キモかわ？シュール？
な「はっさくBOY」が
トレードマーク。イン
パクト特大なイラスト
にひかれて手にする
人も多いとか

　
瀬
戸
内
海
の
島
々
を
結
ぶ
し
ま
な
み

海
道
の
経
由
地
で
あ
り
、
室
町
時
代
か

ら
戦
国
時
代
に
か
け
て
活
動
し
た「
村

上
海
賊
」の
本
拠
地
と
し
て
知
ら
れ
る

因
島（
い
ん
の
し
ま
）の
は
っ
さ
く
を

使
っ
た
、
夏
に
向
け
て
の
お
み
や
げ
好

適
品
。
1
9
9
1
年
に
誕
生
し
た
ヒ
ッ

ト
商
品「
は
っ
さ
く
ゼ
リ
ー
」に
続
き
、

2
0
1
9
年
に「
は
っ
さ
く
シ
ャ
ー
ベ

ッ
ト
」が
登
場
、
2
0
2
3
年
11
月
に

瀬
戸
内
の
レ
モ
ン
果
汁
を
配
合
し
、
清

涼
感
の
あ
る
味
わ
い
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
。

商
品
全
体
の
3
割
ほ
ど
も
占
め
る
は
っ

さ
く
の
果
実
の
、
甘
す
ぎ
ず
ほ
の
か
に

苦
み
を
感
じ
る
風
味
を
存
分
に
楽
し
め

る
ス
イ
ー
ツ
だ
。
パ
ッ
ケ
ー
ジ
を
開
け

た
ら
ま
ず
、
固
く
凍
っ
た
シ
ャ
ー
ベ
ッ

ト
の
シ
ャ
リ
シ
ャ
リ
を
味
わ
い
、
次
に

や
や
緩
ん
だ
シ
ャ
ー
ベ
ッ
ト
の
ま
っ
た

り
プ
ル
ン
と
し
た
舌
触
り
を
、
最
後
ま

で
冷
た
さ
を
保
つ
果
実
は
、
噛
ん
だ
時

の
シ
ャ
キ
ー
ン
と
し
た
食
感
と
、
３
パ

タ
ー
ン
の
美
味
し
さ
を
楽
し
め
る
。
空

港
、
駅
、
土
産
物
店
、
ス
ー
パ
ー
、
コ

ン
ビ
ニ
等
々
、
県
内
各
所
で
購
入
可
。

●17
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ウェルビーイングと聞くと「個人の
幸福」をイメージしがちですが、「地
域、社会、地球のウェルビーイング」
というものも存在し、さらにそれが
個人の幸せにもつながると、今回
の第一特集で再確認しました。地
域・社会・地球のウェルビーイング
を考えるアプローチは、個人の意
識と地域の関係性に良い変化を
起こします。そこから生まれた取り
組みが人の心を動かし、それを求
めて地域を訪れ、深く理解し、共
感し、満たされる。新たな地域観
光の可能性を感じる機会でもあり
ます。地域が輝き続けるためのア
プローチの一つとして、今までとは
少し毛色の違う今特集を、肩の力
を抜いて読んでいただき、ぜひ、ご
意見をお聞かせください。
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未来に繋がる「ありたい姿」「目指すべき姿」を地域の皆様と共に作り上げること、
それが私たちの使命です。

変わる地域の、力になります。

お問い合わせは左記メールアドレスまでお願いいたします。

私たちが目指すもの。

みつける
今ある魅力の再発見

JRCのメソッド 1

そだてる
新しい魅力の形成

2JRCのメソッド

つたえる
伝達力の強化

3JRCのメソッド

じゃらんリサーチセンター

私たちの活動領域

観光に関する研究

情報発信

観光・地域振興支援
シンクタンクからアクトタンクへ。
地域と共に実証実験を多数実施しています。

研究で得た知見を広く発信していきます。

観光に関する様々な事業を
お任せいただいております。

○調査・分析
じゃらん宿泊旅行調査、インバウンド調査、ご当地調
査など

○実証実験
調査・分析から導いた解決策を実際の地域で実証実
験し、具体的な手法や需要の開発にチャレンジしてい
ます

○『とーりまかし』  ○観光振興セミナー、調査報告会など
○WEBサイト、Facebook、メールマガジンなど
観光業界、そして地域経済のさらなる発展のために、JRC（じゃ
らんリサーチセンター）が得た知見や提案を余すことなく広く世
の中に発信していきます

○調査・分析　   ○ＰＲ・誘客・周遊促進
○計画策定など　○ワークショップ・研修
資源を再発見or新たにみつける→そだてる→情報発
信→誘客→振り返り→次へ、というサイクルを回しな
がら、地域の方 と々共に地域の新しい価値創造を行っ
ていきます

心
を
動
か
す
、
日
本
を
元
気
に
す
る

観
光
・
レ
ジ
ャ
ー
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
応
援
情
報
誌

2
0
2
4
年
9
月
号

vol.

心を動か
す、

日本を元
気にする

観光・レジ
ャーの

プロデュー
サー

応援情報
誌2024年

9月号

77

vol.

77

連載

価値と感動を生み出す人にインタビュー

マエストロの肖像

FC今治／

株式会社今治．夢スポーツ

代表取締役会長

岡田武史

Nostalgic but Innovative

ちょっと気になるおみやげ手帖

福井県

レピヤン
リボン

『まち歩き調査2024』より

「人」と「まち」のタイプ分類で、 

地域の戦術をレベルアップ！

攻略！
「まち歩き」クエスト

地域資源に変革を起こす

トランス
フォーマ

ティブ・

トラベル
とは？

じゃらん
観光国内
宿泊旅行調査

 2024

今の日本
人旅行が

わかる！
属性別傾

向から地
域キャラ

分析まで

リクルート

とーりまかし Vol.77
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表紙 4

表紙 1

  責了
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M

Y
DIC159s
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1375C
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デ
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援
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誌

2
0
2
4
年
12
月
号

vol.
心を動かす、
日本を元気にする
観光・レジャーの
プロデューサー
応援情報誌

2024年12月号

78

vol.
78

連載
価値と感動を生み出す人にインタビュー
マエストロの肖像
映画作家

河瀨直美
Nostalgic but Innovative
ちょっと気になるおみやげ手帖
神奈川県

名所まんじゅう

生成AIの進化は
観光をどう変えていく!?

観光×AI
未知なる魅力を知る存在は
高ロイヤリティ従業員ではないか？

「ファン従業員」から
引き出す
新・宿泊需要の可能性

ご
当
地
調
査
２
０
２
４

全
都
道
府
県
民
の

「
愛
」
に
迫
る
！

ご
当
地
愛
は
観
光
を
救
う
の
か
？

リクルート とーりまかし Vol.78

製版寸法  天地 286.0mm :  左右 426.0mm

表紙 4
表紙 1 責了  B C M Y DIC159s PANTONE

1375C

とーりまかし78.indd   全ページとーりまかし78.indd   全ページ
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2
0
2
５
年
3
月
号

vol. 心を動かす、日本を元気にする観光・レジャーのプロデューサー応援情報誌

2025年3月号

79

vol.
79

連載
価値と感動を生み出す人にインタビュー

マエストロの肖像料理家／管理栄養士長谷川あかり
Nostalgic but Innovative
ちょっと気になるおみやげ手帖
秋田県
曲げわっぱ

「シニアの活躍による新しい旅の
価値創造」研究より人材難時代の救世主⁉シニア世代の潜在能力

山間の小さな温泉地から、
定番人気温泉地まで発表！じゃらん人気温泉地
ランキング2025選ばれた温泉地

 「観光地のオーバーツーリズムおよび 

 分散・平準化対策に関する現状調査」より やるべきことは見えてきたみんなで挑む！オーバーツーリズム 問題

リクルート

とーりまかし Vol.79

製版寸法  天地 286.0mm :  左右 426.0mm

表紙 4

表紙 1

責了
 B

C
M

Y DIC159s PANTONE1375C

とーりまかし79.indd   全ページ

とーりまかし79.indd   全ページ
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2
0
2
5
年
6
月
号

vol.
80

連載
価値と感動を生み出す人にインタビュー
マエストロの肖像
BACH代表　ブックディレクター

幅 允孝
Nostalgic but Innovative
ちょっと気になるおみやげ手帖
広島県

はっさくシャーベット

「生成AI活用による
持続可能な
インバウンド観光研究」より
市場分析工数が1/15に!?

生成AIで回す！
観光戦略の

「新・循環」
AIネイティブ、タイパ、“好き”の模索
10年後の旅人

α世代の
感性を探る

＼持続可能な「DMO経営」学 ver.2.0／
世界の先進事例に迫る！ 
DMO最前線
第1回

「海外の動向から学ぼう！
DMOの世界」
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